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地域別情報拠点育成調査(各 論II)

地場産業に関する情報調査

　　 (東海 ・北陸地域委員会)

　 陶磁器産地情報システムの研究開発

　 　 　 昭 和57年3月
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財団法人 日本情報処理開発協会



　この報告書 は、 日本 自転車振 興会か ら競輪収益の一部であ

る機械工業振興資金 の補助 を受けて昭和56年 度 に実施 した

「地域別情報拠点 の育成に関す る調査 研究 」の成果 をと りま

とめた ものであ ります 。
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は 　　じ　 め　　に

]感 、

　地方の時代 といわれる'80年 代 にお・いては、我が国の情報化が一層進展する時期 であると予想 され

る。 特 に、 地域の社会経済及び住民生活 が、多様化 し高度化するとともに、的確 な情報 の利用環境

についての要請が高まっている。

　 この よ うな情勢 に鑑み、当協会 では、昭和54年 度 より地域別情報拠 点の育成 に関す る調査研究事

業を推 進 しており、全国5地 域 において、各地域特性 を踏まえた調査研究 を実施 してい る。

　地域情報拠点の構想は、地域 活動 を行 っている機関が各 々の 目的に応 じて収集 加工す る情報 をネ ッ

トワーク化 し、相互 に有効利用 を図 り、提供 サー ビス を可能 とするもので ある。

　東海 ・北陸地域 においては、地場産業 における情報機能の あり方をテーマと して、54、55年 度

におい て、産地情報 ニーズ及び相互 利用 に関する調査 を行い、瀬戸陶磁器産地 をモデルに産地情 報機

能の あり方等を検討 した。

　本年 度は、これ ら調査結果を踏 まえて、(財中部科学情報セ ンターへの委託に より、産地情報利用の

ためのパ イロッ ト・システムの研究開発並びに情報機能の あり方等の検討 を行 った。

　また、3カ 年にわたる当地 域の調査成果に基 づ き、 これ ■での評価及び今後の課題につ き、当地域

委員会 において総括 し、本書 にとりま とめた ものである。

　今 後は3カ 年の研究成果 を地域情報化の促進に反映させ るため、地域 における啓蒙 ・普及 を図るこ

ととしたい。

　最後 に、本調査研究に あた って、 ご指導、ご協力を頂 いた委員 をは じめ関係各位に感謝の意 を表 し

ます。

昭和57年3月
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1 調 査 研 究・の 概 要

(1)　 調 査 の 目 的

　産業構造の知識集約化が要請される今日、地場産業の発展を期すためには、地場産業を構成する事

業者が経営上必要とする情報を適時 、的確に利用 し得る体制の整備 一 情報の収集 ・加工 ・蓄積 ・流

通 システムの確立 一 が必要である。

　地場産業が中核産業 として存在 している都市においては、当該産業の盛衰が即当該地域社会全体の

盛衰に結びつき易い ところから、最 も有効な地域情報システムを確立するためには、単に中核産業だ

けでなく、これをとりま く行政機関、経済団体、組合等を含めた地域社会の各主要構成単位がこのシ

ステムに組み込まれる必要がある。

　以上の認識の下に、地場産業都市においては国、県、他地域情報ネ ・トワークとの関連上 どのよう

な情報をどのような機能で展開すべきかを模索し、地場産業陸 ける情報システムの基本構想 をまと

めることを目的 とする。

■

(2)　 昭和54年 度 の概要

　東海(愛 知 ・岐阜 ・三重)・ 北陸(富 山 ・石川)地 域 の主な産地 について、情報拠点 としての役割

を担 うべき組合 、商工会議所 ・商工会 、地元金融機関、自治体等約200機 関 を対象に 、①各々の立

場か らみた地場企業 の情報 ニーズ ・情報入手チ ャネル 、②調査対象機関における情報活動の現状 ・今

後 の情報ニーズ 、③情報化 に対す る意見 ・要望等 のアンケー ト調査(一 部の機関について ヒアリング

調査)を 実施 した。

(5)　 昭和55年 度の概要

　 モデル ・ケース として瀬戸陶磁器産地 を選定 し、ノベル テ ィ、洋 飲食器 、和飲食器、電磁器 、タイ

ル ・建材等取 り扱い製 品別 にメー カー産元商社約100社 を対象ec・.① 情報ニーズ入手 チ ャネル、②

情 報収集活動 と不足情報の実態 、③産地情報基盤整備 に対す る意見 ・要望等のアンケー ト ・ヒア リン

グ調査 を実施 し、情報流通基盤整備 のあ り方等 について研究 した。

(4)　 昭和56年 度 の概要

　 ニーズの高い情報分野で ある生産 ・販売関連情報 、技術関連情報 を対象に情報 の整理 ・活用方法 、

産地パイロッ ト情報 システム等の研究開発 を実施 した。
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2.産 地 情報流通 ・処理の現状

2.1　 情 報 ニ ー ズ

(イ)産 地全 体か らみた情報 ニーズ

　　 産地全体の情報ニーズをみ ると、 「品質 ・デザイン ・新製品 ・技術関連情報」が最 も高 く、以下

　 「販路開拓 ・市場関連情報 」、 「経営一般情報」の順に高い。

　　 また 、これ らの情報は 、当該産地 が多種類の陶磁器を手がけ、かつ製品供給先 も国内は もとよ り

　 広 く海外に至 るため.情 報ニーズ もまた必然的 に産地内 ・国内に関す る情報 に とどま らず広 く海外

　 にまで及ぶ。

(ロ)業 種別にみた情報 ニーズの特徴

　 ① ノ.ペルテ ィ部門

　　　 消費 者ニーズに合致 したデザ インの企画 、バ イヤー との成約価格 、雇用等 に関す る情報 ニーズ

　　 が高い。

　 ② 淫欲食器部門

　　　 デザ イン、新製品開発 を始め 、企業の生産 ・販売 、財務 ・賃金体系、地場製品動向等 に関する

　　 情報ニーズが高い。

　 ③ 和飲食器部門

　　　 製品の高級化に伴 うデザイン開発 、多様化する消費者 ニーズ 、陶磁器関連業界や他産地の動 向

　　 に関する情報ニーズが高い。

内 　業 態別にみた情報 ニーズの特徴

　 ①　 メー カ部門

　　　 商 品の高級化に伴 うデザ イン 、新 製品開発等 の情報ニーズが高 く、次いで原 ・燃材料、生産技

　　 術 、雇用等 に関 する情報 ニーズが高い。

　 ② 座 元商社部門

　　　 売れ筋商品をめ ぐる消費 者ニーズや新製品開発(デ ザ イン)等 に関す る情 報ニーズが高い。

←)情 報の相互関連

　　 産地情報 の流通 を考 えた場合 、産地企業が入手 した情報 をより有益 な ものにするためには、企業

　 自身 も入手情報に加工 ・分析 処理 を施 し、付加価値を高めることが必要 になる。例 えば 、産地が今

　 後 発展 する条件の一つ として、流行 ・売れ筋商 品を的確に把握することを考えて も、地場製品の動

　 向 を始 め、関連する業界動向や消費者ニーズの変化等を出来る限 り客観的 に把握す る必要がある。

　 また、各企業はこうした変化 に応 じ、また 、変化 の方向を先取 りして対応計画を立てる ことにより

　 事業活動上有利な展開 を図る ことが可能になる。従 って・産地全体1(有 機 的 に情報 を流通 させ る必

　 要 があるといえよう。

■
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　 2.2　 情 報 入 手 チ ャ ネ ル

(イ)産 地全体か らみた情報入手チ ャネル

　　 入 手先を企業系、経済 ・業界団体系 、その他系に大別する と、企業系か ら入手する ものが約半分

　 近 くを占める。 その うち日常取引先か らは主にデザイン ・新製品 、市場 関連 等の情報を得 、取引先

　 以外 としては同業者の会合の場等か ら経営一般情報を得てい る。

　　 次 にウ ェイ トの高いのが経済 ・業界団体 系で あり、経済 、中小企業施策 ・制度 、経営一般等 の広

　 範 な情報を得ている。

　　 その他系では一般 マス コミ等が主 とな ってい る。

　　 なお、ニーズの高い情報の多 くは、 日常取引ルー トを通 じており、取引活動 と情報活動が一体化

　 している といえ よう。

(ロ)業 種別及び業態別 にみた情報入手 チ ャネル の特徴

　　 洋 ・和飲 食器部 門 、メー カ部門は経済 ・業界団体や販 売先か ら情報の多 くを入手 してい るのに比

　 べ 、ノベルテ ィ部門 、座元商社部門では一般 マスコ ミのウ ェイ トが高い。・

　　 また 、輸出依存度 の高い業種程 、最終需要者 に近い ところ程産地外のチ ャネルに依存する傾向が

　 強 く、海外情報 も含めた全国的 なネ ッ トワークの必要性 が うかがわれる。

■

経済情報

中小企英施策制度情報

そ の 他 系

　 (20.3)

経済 ・業界団体 系

　 　 　 (33.8)

経済 情報

中小 企業施策 ・制 度情 報

経営 一般情報

デザ イン ・新製品情報

市場 関連情報

仕入 関連情報

図2-1

取 引 先

　 (28.6)

取 引先以外

　 (17.3)

デザイン・新製品情報

市場関連情報

仕入関係情報

受注関連情報

(注1)　 　 　)内 は構成比

(注2)　 重複回 答方式 に よる、(一 情 報区分につ き3項 目以 内)

(注3)　 取 引先…仕 入先,販 売先,受 注先

　 　 　 　 取 引先以外 …同業者会合,調 査機 関,専 門家,独 自調査

　 　 　 　 　 　 　 　 　 海外駐在員

　 　 　 　 経済業界団体系 …経済 ・業界団体(業 界紙等 を含 む)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 見本市 ・展示会

　 　 　 　 その他系 …金融機 関,国 ・県 ・市 の機 関,マ スコ ミ

産 地 全 体 か ら み た情 報 入 手 チ ャネ ル
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5.産 地 情 報 流 通 の 課 題 ・方 向 ・あ り方

5.1　 情 報 流 通 の あ リ方

　現在、産地対策を展開 してい く上で必要 とされる迅速かつ的確な情報は必ず しも十分確保されてい

るわけでなく、む しろ不足を訴える声が強い。産地が一体となった情報処理機能の必要性が唱えられ

ながらも具体的着手への困難性が目立つ。

(イ)一 元的情報処理を阻む要因

　　 これは、多業種 ・中小零細 ・分業体制 という産地特性をもつため、 「異なる情報需要を系統的に

　統合し、多くの情報を広範囲にわたり廉価で提供する」ことの困難性である。同時にまた 「これに

　対応する具体策は何か」が基本的課題である。

(ロ)、情報不足に伴う諸問題

　① 国際間 ・国内他産地間との競争上の不利 ②バイヤーに左右され易い ③多くを 「口こみ情報1

　 に依存するため的確性を欠 く　④産地製品のイメージアップ不足 ⑤情報の偏りと多角的活用が不

　十分等の問題がある。

■

5.2　 今 後 の 進 むべ き方 向

　今後 、産地企業がいか なる環境変化 にも機敏に対応 してい くためには、従来以上に情報への依 存度

が高 まる ことが見込まれ る。 このため産地企業は地元諸機関 と一 丸となって、産地 としての情報処理

体制を確立 し、製品 の多様 化 ・高級化 、市場開拓 ・拡大 に、或 は労働力確保 、コス ト低減、燃料 、円

相場への対応 に、さらには中長 期計画の樹立等 に役立てるとともに、特に産地内大多数 を占める中小

零細企業の情報不足 に伴 う不利を解消することにより産地全体 のレベルア ップを図 り、市場戦略 を有

利 に運ぶ必要が ある。

ろ.5　 産地情報流通基盤 整備 のあ リ方
、

(イ)産 右方意思の統一化

　　基盤整備への積極的気運はρ現在必ずしも産地全体にみなぎっているわけではない。従 って、ま

　 ず産たち.て冬業種 ・業態別企業代表、公的機関、経済団体 ・組合 金融機関等で構成する委員会を

　設置 し、この場を中心ピ方向を検討の上、基本計画を策定 ・提示 し、産地全体の意思統一 を図る必

　要がある。

(ロ)基 本計画の策定

　　 く計画策定に際 しての考え方〉

　① 基本計画の策定主体 ・・…委員会組織を中心に基本計画 を策定する。

　② 情報処理組織……委員会の構成機関で組織 し、中心機関は商工会議所又は主力陶磁器組合が望

　　ま しい。
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　 ③ 情報拠点……各種の考え方があるが、国 ・地方関係機関の助成措置を活用 して情報拠点を育成

　　 することが最 も得策である。

　 ④ 検討すべき情報……産地の必要 とする一般共通情報とミクロ情報、またそのうち対価支払いを

　　 伴 っても入手 したい情報を明確にしておく。

　 ⑤ 情報の処理体制…… 〈収集体制 〉専門職員を育成 ・配置 し独立的に行 う。情報処理組織の構成

　　 機関に機能分坦させる。専門調査機関を利用する。全国、ブロック情報機関とのネットワーク化

　　 を図る。或はこれらの併用等 〈集計 ・分析 ・加工体制 〉初期の段階では構成機関での機能分坦 も

　　 考えられるが、中長期的には専門職員の育成 ・配置、コンピュニタの導入が望ま しい。 〈提供体

　　 制 〉産地の情報拠点が単独で、或は構成各機関を通 じて、或は情報の種類により何れの方法にす

　　 るかなど各種の方法が考えられる。 〈産地情報拠点の位置づけ 〉例えば、一般政治 ・経済情報は

　　全国レベルの情報機関から、或は海外 ミクロ情報は日本貿易振興会との提携等上記情報処理体制

　　 と関連的に検討を加える必要がある。

←寸　実施計画の策定

　　実施計画の成否は優れてコス トに見合 う機能が期待できるか否かにかかる。また、情報処理体制

　 は、初期段階では小規模 、中期ではブロック機関等 との連携、長期的には全国レベルでのネットワ

　 ーク化を目指すといった段階的機能強化が望ま しい。
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4 情 報 処 理 の 高 度 化

4.1　 情報 収 集 対 象

4.1.1　 生 産販売 関連情報

　生産販売関連情報 として考 え られるデータには種々のものが あ り、それ らを独 自に収集するか、既

に収集整備 された情報サー ビスを利用するかで大 きく2つ に分ける ことがで きる。いわば原データを

独 自に収集 する段階 と収集 されたデー タを利用す る段階 とに分けて考 えることである。

(1)独 自 に収集する情報

　　 生産販 売関連情報のデー タソース として一般的には次のよ うな ものが あげ られる。

　① 一般 日刊紙 、業界紙等

　　 〈特　徴 〉

o

o

o

o

O

タイム リー なニ ュース性の高い情報

広範 な情報

業界 ・同業者 の情報

簡潔で ある反面 、詳細 な情報は少ない。

トピックス として一時的 な情報が多い。

等 々

② 官庁 ・関係機関統計資料

　 〈特　徴 〉

o

o

O

O

信頼性の高い情報が多い。

収集が比較的容易

収集コス トが比較的安い。

時系列的に収集可能な情報が多い。

等々 、

(2)他 所 で収集整理された情報 サー ビスの利用

　　 (1)のよ うな原デー タを既 に収集整理して コンビ=一 夕により利用提供 している具体的な機関名 と情報

　 サー ビスの主な内容は表4-1の とk・りである。 これ らのサー ビスは統計資料 のかな りの部分 を収

　 録 した もの もあり、個別 デー タを収集す ることか ら考 えれば大いに利用価値 があるといえ よ㌔

(3)産 地 に必要在情報 の収集対象

　　 ② の ような情報 サー ビスを利用 で きる企業や産地 とい うのは相応の規模 を もち、既 に本調査研究

　 の対象 とす る情報整備 に対す るニーズ につい ては独自に対応 してい る と考え られ る。

　　 従 って、この調査研究 ではあ くまで も②の ような情報サー ビス を利用することが難 しい ものの、

　 情報の整備が必要 だ と考えている地場産 業を想定 して情報の収集対象 を検討す ることになる。 こう

　 い う点か ら考える と独 自に収集す る資料の整備が課題 であ り、その中で も生産販 売関連情報 として
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表4-1　 主 な デ ー タ ベ ー ス の サ ー ビ ス 例(1/3)

分野
提　　供　　横　　関

製造機関名(略 称)

経済　助通商産業調査会

　　　経済統計情報センター

時 日本貿易振興会

　 (JETRO)

㈱ 日本経済新聞社

|

㈱電通国際

　　　情報サービス

特アジア経済研究所

主　智
者　庁

通産省

通産省

通産省

営　利
非営利

非営利

非営利

営　利

営　利

非営利

サ ー ビ ス 内 容

・玉菜統計表

・産業連関表

●鉱工業関連各種指数

●商店名簿

(経 済統計情報サービス

・貿易統計情報

・エネルギー情報

　 (NEEDS-IEEE)

・新 聞情報

　(NEEDS-IR)

・一般経済情報

　 (NEEDS--TS)

　 (NE　EDS-MT)

　 (NEEDS-HC)

・地 域統計

　 (MARKrM民 力)

・NR　1/E

●NBEB

・FTC　 DATA他

・各国貿易デー タ

・東南ア ジア貿易

　　　 統計データ

三E　Zz流 通 業 者

(Bl)re商産 業1

調 査 会

竃:笥

㈱日本経済

　新聞社　他

噺
㈱電通国際

情報サー ビス

隠 所〕

　　出所 「地域的公共 データ流通のための研究開発」

　　　　 (財)関 西情報センター(55年3月)
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表4-1　 主 な デ ー タ ベ ー ス の サ ー ビ ス 例(2/3)

E
経済

提　 供　　接　　関

製造機関名(略称)

㈱野村総合研究所

圃世界経済情報

　　　 サービス

経営

㈱ センチニ リー ・

　 リサーチ ・センター

　 (CRC)

{財日本統計協会

㈱ 日本興業銀行

人口

市況

㈱ 日本長期信用銀

行

(特)ア ジア

経済研究所

便船 本統計協会

農 林 水 産 君

主　管
省　庁

通産省

総理府

通産省

総理府

農　林

水産省

営　利
非営利

営　利

非営利

営　利

非営利

営　利

営　利

非営利

非営利

非営利

サ ー ビ ス 内 容

・ マ ク ロ経 済 ・

　 　 　 産 業 デ ー タ

(NR　 1/佗)

海外経済産業情報

世 界貿易統計

(CRC-TRADE

　 　 　 サー ビス)

事業所統計

　メッシュ統計

企　業　財　務

(興 銀 財務)

企 　業　財　務

(COMPAS　 S)

人　ロ　統　計

(国連人口統計

　　　　　 データ)

国勢調査

　地域 メッシュ統計

生鮮食料品流通情報
(生鮮食料品流通
　　情報サービス)

主 な 流通 業者

㈱電通 国際

情報サービス

㈱電通国際

情報 サービス

〔㈱CRC〕

　 　 　 　 　 、
肋日本統計

齢

㈱電通

国際情報

　サー ビス

麟 期〕

惨 アジア 、

惨 済研究所

鴨∋
農林水産省
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表4-1　 主 な デ ー タ ベ ー ス の サ ー ビ ス 例(3/3)

分野
提　 供　 機　　関

.サ ー ビ ス 内 容
主な流通業者

製造機関名(略 称) 主　管
省　庁
営　利
非営利

市況 ㈱ 市況情 報セ ンター

　 (QUICK)

一 営　利 株価情報、ニュー ス、
為替情報

(QUICKピ テ泳一1)

QUICK

㈱共同通信社

.一 一「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一　ぶ　　rF

観 …}き事 通 信 社

一 営　利 ニ ュ ー ヨー ク 市場 株 価 ㈱電通国際情

報サービス

一
営　剰 株価 ・債券デー タ ㈱電通国際

情報サービス

信用 ㈱ 東京商工 リサーチ 一 営　利 企業属性 ・財務 ㈱電通国際

情報サービス

㈱ 帝国デ ータバ ンク
一
営　利 企業財務 ・企業情報

〔難 蓼デーり

特許 両咄 本特許

　　　情報センター

(JAPATIC)

特許庁 非営、占 許繍
　　　　 (第1検 索 システム)

　 　　　 (第2検 索 システム)

JAPATIC

㈱ 　 リ　 コ　ー
一
営　利 速報 、検索、米国特許

検索

(リ'一 特許 ← ビス:
.

〔㈱ リ コー 〕

文献 特 日本科学技術情報
　　 　　　センター

(JICST)

科　学

技術庁

非営利 科学全般(理 工学 ・化

学 ・医学等)

(JOISサ ー ビス)

JICST

鰐 アジア経済研究所 通産省 非営利 投資関係法律

〔撫 斬〕
㈱　丸　善 一 営　利 人文、社会、 自然、応

用科学(マ ルゼンDIA-

LOG検 索 サー ビス)

㈱丸善

{㈱紀伊国屋書店 一 営　利 速報 ・検索 サー ビス
　 (ASK)

㈱紀伊国屋

　　　 書店

}

i科学
|

助 日本科学技術

振興財団

科　学

技術庁

非営利 科学技術研 究情報

(REGISTERサ ー ヒ≒)

'
㌶ 劃
卜団　 　 ノ
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考え られるデータソースを選択す ることに在 る。それぞれのデータソースを検討す る場合、デー タ

にみられ る一般的特色 をあげ ると次のよ うに なる。

〈データの検討項 目〉

o

o

o

O

O

0

o

o

調査主 体……民間か官庁か

調査項 目……品 目等の ブレークダ ウン

調査対象…… どの規模での調査か

調査サ イクル ……時系列データかスポ ットのデータか

調査時 期……デー タの鮮度

調査 地域……全国か都道府県か市町村 か

調査 公開度 ……公開か非公開か

収集 コス ト……実費程度か　 　　等 々

　　以上の ような項 目を検討 しつつ産地に とって情報の収集対象 となりうるものを考えると、 「調査

　の公開度 」 「収集 コヌ ト」 「調査のサイクル と精度」 などか らみ て、官公庁の統計資料がデー タソ

　ー ス として最適 と考 えられる。

　　た だ し、官公 庁のデー タといえ ども後 で述べ るよ うに各省庁間 でデータの互換性 が乏 しい とい う

　問題点が ある。また、日刊紙等 に トピックス的 に記載 された情報 にも生産販売関連の ものが見受け

　られるが、それ らの情報 は断片的であった り、時限性の強い ものであった り、関連企業が特定 され

　た りす るもの であることなどか ら、産地 における情報整備 とい う観点か ら、その重要性 は認 めなが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 囲　らも
、今後の課題 とし、当面は個別 に対応す ることとしたい。

　　 ともあれ 、産地における情報整備の第 一段階 と して 、体系的 に収集可能な官公庁の統計資料 をデ

　一 夕ソー ス とすることは適切 といえる。

4.1.2技 術 情 報

技術情報 を収集 する際には 、つぎのよ うな特異性 に留意す る必要がある。

　　① 提供 される形態 がさまざまであること。

　　② 定期的 に提供されるとは限 らない こと.

　　③ 情 報源 を特定 しに くい こと。

　　④ 情 報の価値判断の基準 がまちまちな こと。

　　⑤ 情 報の量的なバ ラツキが大 きいこと。

　　⑥ 情 報の質的なバ ラツキが著 しい こと。

　　⑦ 公 開され難い情報 が多い こと。

数 値統計 情報は 、収集された ものが完全 に整理 された形に近い状態で一般に提供 され ることが多い

(注)今 回の産地情報 システ ムには利用者が必要 に応 じてこ ういった情報 もス トックで きる部

　　 分 も設計 してある。
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ため、あとの整理 は技術 ぎ報 に比 して楽で あろ う。 ところが技術情報 の場合は この問題以前に、提供

元 を特定 できない とい う事情 がある。陶磁器関連産業の場合に限 らないが、自己の分野 の技術 に限 っ

て情報を収集すれば すむわけ ではない。

　 情 報が提供され る形態がさまざまであるとい うことは、それだけ収集のために労力な リコス トを要

す るとい うことを意味す る。 また、収集の対象 となるすべての情報に目を届かせることは不可能に近

い といえ よう。 たとえば 、陶磁器 の場合、成型工程においてく土 を練 って薄い板状に加工すること〉

は 、食糧品製造において く小麦粉 を練 ってシューマイやギ ョーザの皮をつ くる 〉ことと共通 した もの

が あると考え、食品業者が、電子部品 ・セラミック製造業者か ら情報の提供 を して もらい、工程 の改

善 に役だてた 、とい う例 がある。 この逆 も成立するケースが ある し、なにも陶磁器業界 と食品加工業

界 のみの関係 に限 らず 、あ らゆる異業種間 にこの ような関係が成 立 し得 るとい うことは、技術情報の

立場か らは当然 であろ う。 もうす こしつ っこんで考えれば、 他人の気のつかない 他の業種の技術か ら

い かに自分の ところに役 に立 つ ものを学び とるか、それを可能にする能力が、自分の ところの技術の

向上に大 きく寄与 しよ う。 このよ うなところまで、技術情報 の収集に配慮す るとすれば(実 際 にこの

よ うなことが可能になれば 、それはサー ビスを受ける業界に とって、大歓迎だろ う。)、 それに要す

る労力は、量的 には もちろんの こと質的に も非常 に高い ものでなければな らない。 このような高い レ

ベルの情報の提供 がはた して必要か どうか
、検討の余地はあろうが、陶磁器産業 に対 して技術情 報サ

ービスを行 うと単純 に考 えて も
、 前記① と③ に起因す る問題点については、不満はあって もあるとこ

ろで割 り切 って、 ある範 囲内の情報 源でもって我慢せざるを得 まい。技術の進歩 に伴い、情報源 を特

定できな くなる傾向は今後 ます ます 強まろ う。

　 ② の情 報 の提 供 が定期 的 に行 われ るのでは な く、 確率過程的(不 定期的)で あることも、収集

が困難 である大 きな理 由であ る。た しかに定期刊行物が情 報の提供源に占める比率は大 きいが、 その

中 に必要な情報 が均一 に出て くるわけでは 、決 してない。む しろ、出て くるのか こないのか 、それに

気 を配 らざるを得ない といった、非効率性に問題点がある。 これを、どのよ うに効率的に処理す るか

が課題 のひとつであろ う。

　 ④ の価値判断 の基準の問題 であるが、これは情報 自体の問題 と、情報を受け とる側の問題 と、この

ふたつがある。 まず、情報 自体の持 つ価値 であるが 、これは非常 に大 きな ものからとるに足 らぬ程度

の ものまで、いろい ろな ものがある。 これ も技術情報の特質である。 た とえば、あた らしい技術や材

料 の開発 などは大 きな価値 を持 つ ものだろ うし、逆 に、新聞紙上で数行報道されてすむ ような ものは

ほ とん どの場合、小 さな価値 しか持たない。また、新聞な どで大 々的に報道 されるといった情報で も

取材 し掲載する量は 、その 日の他のニ ュースの量 とか担当者の理解 の度合いによって、 その内容に対

して比例 した大 きさ で扱 わ れ るとは 限 ら ない。(ご くまれにでは あるが、新製品の開発 な ど最近 で

は政策的な意図 に基づいて大 々的 に とり扱われる例 もあるよ うだ。)

　 つ ぎに、情報 を受ける側に とっての必要性についての問題がある。同一の情報であって も、受け る

側に とっては必要性 の高い ものであった り、ほ とん ど必要 のない ものであった り、 さ ま ざま な価 値

判 断 が行 われ る。 これは、収集 した ものの中か ら必要 なものを選択するのは受ける側 であるとい う
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情報帝一 ビス上きわめて あた りまえのことである。

　 ⑤ と⑥については 、さきに述べた中 に含まれているので、あらためて説明する必要はない と考える。

　 ⑦ については 、これは技術情報独特の事情を多 く含ん でい る。 ひと くちに公開 されない情報 といっ

て も、それを所有する側が秘匿する必要の ある もの と、公開す る機会 ない し必要性 がな くて提供され

ないままになっている もの とが ある。前 者は、技術情報 としてはノウハ ウに類す るものが多 く、これ

の公開を求める ことは不可能に近かろ う。 自分の ところの ものはあ くまで も秘匿 し、他の ものについ

て知 りたいのが常 だが、この 類の情 報 の提 供 サービスを公 的機 関で行 うこ とは、 もちろん無理 と

い うものである。後 者は、例 として製品の測定方法 や検査方法 の技術 をあげることがで きる。隠す必

要 はないが積極的に他 に公開 もしない とい うものであり、これ を収集す る必要はあるが、具 体的にど

の ように見つけ出 して情報 として定式化するか となると、莫大 な労 力を必要 としよ う。

　 以上の前提をもとに、なにか ら技術情報 を得 るか を整理する と、情報源 として活用で きるものは、

つ ぎの ようになる。

(1)情 報 サー ビス機関が独 自に収集 する もの

　　 これ にはふたつの種 類の ものが ある。ひ とつは、一般の 日刊新 聞や業界新聞等 、ニ ュー ス性の高

　 い ものである。週刊誌や ある種の月刊誌 もこれに含まれよ う。速報性 に意義が ある。 もうひとつは

　 学会誌 などの学術雑誌や一般 の技 術雑誌、企業が発行 し外部 に も頒布 される技術報告書(定 期 ・不

　 定期の別を問わない)、 技術 団体の機関誌 など、技術的な内容の ウエイ トの高い ものである。単行

　 本 もこの中に含まれよ う。

　　 これらは、おびた だ しい数 にのぼ り、その中か らわずかな量の必要 とされる技術情報を抽 出する

　 こ とになるため 、多大の労 力を必要 とする。次節で示 され る整理 の作業の段階で独自の工 夫がなさ

　 れ ることによって使 いやす く特色 のある情報サービスが行 えるようになれば ともか く、独 自で この

　ためのデータベースをつ くることには限界があろ う。

(2)他 所 で収集整理 された ものを使 用する もの

　　現在 、公的 なものや営利 を 目的 とす るものなど、技術情報 を整理 し一般か らの情報提供の要求 に

　 応 じようとい うものが存在 し、かな りの量 のデー タベースを保有 してい るため 、必要 に応 じこれを

　 利用す るほ うが効率的だ ろ う。

　　 まず、公的情報提供機 関のサー ビスであるが、これ には特殊法人日本科学技術情報センターのサ

　 ー ビスがある。情報源 と しては、外国雑誌5,800種 類 、国内雑 誌3,700種 類 、会議資料750

　 件 、技術 レポー ト35,600件 、特許公報36種 、その他 であ り、単行本やニ ュース性 に重点 を置

　 かれる情報源 を除 けば 、これを利用する ことが得策であると考え る。 この機関の情報提供の形態は

　 出版物(含 マイクロフ ィッシュ)や 磁気テープの提供 のほか 、機械検索やオン ライン情報検索 など

　 の方法 もあるので、コス トも考 えあわせる となん らかの形で このサー ビス を利用することも有効 で

　 あろう。 また、特許 関係のサー ビスと しては 、財団法 人日本特許情報センター(製 作)の ものが あ

　 る。

　　 また、特殊 な内容 の ものではあるが、陶磁器業界に不可欠な もの として、デザイン関係の情報が
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ある。現在 、日本国内では輸 出商 品を対象に 、意匠の登録 ・認証やこれに関連す る審査が行われて

い るので、情報提供サー ビスには 、なん らかの形式 でこれを加える ことが不可欠で ある。 この作業

は ・財団法人 日本陶磁器 意匠センターで一本化 して行われているので、情報源としては利用するのに

便利であるが ・パ ターン情報であるため、特徴の必要かつ十分なものを抽出し検索の しやす いよ うに

加工することは非常 に難 しい作業 であろ う(こ れについ ては次第 で考察する)
。 また 、ほ とん どの

意匠登録者が公開 される ことを希 望せず 、新規登録の申請 に対 しては職員が審査のための内部 資料

としてのみ、既登録意匠の中 に同 じと認め られる ものが あるか どうか を検索 してい る状態である こ

とにも注意 を払 う必要が ある。

　 営利機関の情報提供サー ビス と しては、 ロッキー ド情報サー ビス社のDIALOG、 システ ム・デ

ベ ロップメン ト社のORBIT 、 ビブリオグラフィック ・リトリーバルサー ビス社、米国化学会のケ

ミカル ・アブス トラク ト・サー ビス(CAS)な どがある。いずれ も、海外 から日本に進出 して き

た情報サー ビスであ り、デー タベースの大 きさの点では有利であって も、陶磁器産業界の技術情報

のニーズの実状 を考えて これらの もの の利用は検討すべ きだろ う。 もちろん 、海外の情 報は不要 で

あるとい うわけではないが、業界の動向を知るためには格好のデー タベースであって も、当面、問

題 となっている生産技術上の問題点の解決には必ず しもマ ッチする とは言 えまい
。

4.2　 情報 の整 理 ・利 用 と 問 題 点

4.Zl　 生産販売関連情報

　 官公庁の統計資料には生産販売関連情報として種々のデータが含まれている。陶磁器業界に限定 し

て も様 々な ものが考 え られるが 、ここでは生産販売関連情報の うち主要な3つ の分野について具体的

な統計資料名をあげ 、情報の整備 と利用 方法 を検討 してみ た。

　 なお 、ここで取 り上げた主要な3つ の分野 とは、①生産動向、②販売動向 、③需要予測である。 この

分野以外 にも生産販売関連情報は あるが 、ケーススタデ ィとして上記3分 野 の情報の整備 と利用方法

を具体的 に研究す ることで、他のケース(当 該産地の他の情報整備や他産地の情報整備)に と
って も

十分 に参考 になると考え られ る。

(1)生 産 動 向

　　 主 となる陶磁器製飲食器 の生産 ・出荷(国 内向け ・輸 出向け)、 存庫等の全国的 な動向 を時系列

　 で把握 し、産地独 自のデータ と対比する ことにより、自産地の現況 を的確 に とらえ、今後 の生産 ・

　 出荷計画に活用す る。 このために整備す る統計資料 とその利用 方法は次の とお りである。

　① 整備する統計資料

　　 o通 産省 「生産動態統計」

　　　　陶磁器月報 ……飲食器

　　　　 プラスチ ック製品月報 ……日用品 ・雑貨

　　　　ガ ラス製品月報 ……台所用品 ・食卓用品

　　 O日 銀 「卸売物価指数」 ・…・・金額 デー タのデ フレータ
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②　利　用　方　法

　　Oま ず全国的な陶磁器製飲食器の生産動向を月別に把握 し、更に都道府県別に生産動向をみるこ

　　　とにより主要産地の生産動向を慨ね把握することができる。全国的な生産動向が上向きであれ

　　　ば 、どの産地の生産動向が上向きなのか、自産地の動向はどうなのか、といった検討を加える

　　　ことにより自産地の全国的にみた地位と最近の傾向を理解できる。

　　O更 に、出荷状況(国 内向け ・輸出)や 在庫状況を分析 してゆ くことにより、産地全体 としての

　　　生産 ・出荷計画の策定に利用できる。

　　O陶 磁器製飲食器 と競合するプラスチ ック製品のうち日用品 ・雑貨、及びガラス製品のうちの台

　　　所用品 ・食卓用品についても全国的な生産動向を把握する。競合製品の生産動向を分析するこ

　　　とにより陶磁器製飲食器業界全体への影響度合いを理解 し、競合製品なのか共存製品なのかを

　　　十分検討する。特に、自産地の生産動向 と対比することで自産地とそれら競合製品 とのかかわ

　　　り合いを分析することができる。

　　 oま た、これらの生産 ・出荷 ・在庫の金額を卸売物価指数で除すことにより、それぞれの動向を

　　　実質ベースでとらえることがで きる。実質化することにより長期の生産動向をみる時に、価格

　　　上昇による効果がある程度排除され、名目でなく生産額がどう変化 してきているか理解できる。

　　　最近の傾向として陶磁器製飲食器が薄 く軽量化されてきているため、生産数量(ト ン)で は実

　　　際の生産個数が把握できなくなっているので、実質化 した生産金額の動向はある程度それに代

　　　わるデータとして利用できると考えられる。

　　 o補 助データである原燃材料 ・電力データの中から燃料や電力の消費量とその構成をみることに

　　　より全国的な傾向や他産地の傾向を慨ね把握できる。消費効率等をみることにより合理化 ・省

　　　力化の進行状況を理解でき、自産地データと対比することで、今後の設備投資の方向を検討す

　　　る資料として利用 できる。

　　 O同 様に労務データの中から月間実働人員を使 うことにより、一人当りの生産額を計算すること

　　　 も可能である。 しかも実質化された生産金額 と対比することで、人の面での合理化がどの程度

　　　進んでいるかを時系列データを分析することにより理解 できる。同 じように、現金給与総額 を

　　　利用することにより一人当たりの平均給与や単位給与当 りの生産金額等も計算することが可能

　　　である。 こういったデータの全国値や都道府県値 と自産地の値とを比較することにより労務面

　　　 (簡 易な方法 としては生産性)に ついても大いに参考となるものと考えられる。

(2)販 　売 動 向

　　 陶磁器製鉄食器の消費動向を時系列で把握し、全国的な生産動向 と対比 しながら自産地の生産 ・

　 出荷計画に生かしてゆ く。このために整備する資料 とその利用方法は次のとおりである。

　① 整備する統計資料

　　 o通 産省 「商業動態統計」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-14一
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　　　　　　　　　　　　　 ㈱
　　　　大規模小売店販売額等

　　 o総 理府 「消費者物価指数」

　　　　金額データのデフレーター

　② 利　用　方 法
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ン

　　 O国 内最終消費需要の動向をみる際、大型小売店の販売額を参考 とする例がある。その中でも陶

　　　磁器製鉄食器を含む家庭用品全体の販売動向を把握 し、全国の生産動向や他産地の生産動向等

　　　の情報 と合わせて分析することにより、自産地 の今後の生産 ・出荷計画策定に利用する。また

　　　消費者物価指数で除すことにより販売金額を実質化することで、実質消費の動向を理解するこ

　　　 とができる。実質化されたデータを使用することで生産金額同様にデータの利用価値は増加す

　　　 る。

　　 o大 都市小売店の販売額を十大都市別に分析することにより、都市別の消費動向をとらえると共

　　　 に、自産地 として重視すべき地域の選定や生産 ・出荷計画の見直 しに利用する。

　　　　 なお、海外向けについては、輸出確認統計 ・通関統計 ・輸出信用状接受高等 により需要動向

　　　 を把握できる。

　　 (注)販 売関連のデータとしては通産省の商業統計が内容的に良い資料であるが、変化の激 しい

　　　最終消費の動向を把握するにはやや時限性の点から利用 しにくく、ここでは主データとしては

　　　使用 しなかった。

　　　　一方、商業動態統計は品目分類が粗 く家庭用品 というレベルでしか陶磁器製飲食器をとらえ

　　　 ることができない。しか し、陶磁器製鉄食器が家庭用品として一般的なものであるところから

　　　家庭用品全体の動向とそれほど大きく違 った消費動向をとらないものと考えられる。このこと

　　　は逆に、今回の調査研究が陶磁器製鉄食器以外の家庭用品であれば、データの焦点を少 し変更

　　　するだけで、応用可能であることも示 している。

(3)需 要 予 測

　　産地にとって各種情報の中で最 も知 りたい情報は突き詰めると 「どんなデザインの商品がどれぐ

　 らい売れる」という情報であろう。デザインの点を除 くと、今後、陶磁器製飲食器の需要はどれぐ

　 らいあるか とい う問題になると考えられる。こういった需要を予測するために整備すべき統計資料

　 と利用方法をい くつかあげてみると次のようになる。

　① 整備する統計資料

　　 O通 産省 「生産動態統計(陶 磁器製飲食器)」 「工業統計」

　　 o日 銀 「卸売物価指数」

　　 O総 理府 「住民基本台帳」、 「家計調査」

　　 O厚 生省 「日本の将来推計人口」、 「人口動態統計」

　　 o建 設省 「建築着工統計」

　② 利　用　方 法

　　 O陶 磁器製飲食器の需要は何によってもっとも強い影響を受けるかは明確ではないが、過去の生
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　産実績がほぼ 消費につながっていると考 えるな らば 、生産動態統計の生産実績をグラフ化 しそ

　の傾向を分析 する ことで一応の需要予測 は可能で ある。また、卸売物価指数 を使 うことによっ

　て実質化 されたデータで需要予測を行 うことも可能で ある。

O総 理府の家計調査 を分析する と一世帯当た りの茶わん消費数量は 、ほぼ世帯 人員数 に等 しい こ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　へ

　とが分 かる。従 って 、陶磁器製飲食器の需要 はほぼ人口に比例する と考 えることがで きる。 こ

　の ことか ら厚生省の 「日本の将来推計人 口」 を分析 して陶磁器製鉄食器 の需要予 測 を行 うこと

　がで きる。

oま た、耐久 消費財 と同 じように新婚家庭や新築住宅では陶磁器製飲食器 も新 しい需要が発生す

　る と考 えられ る。従 って 、新規需要 を予測するために婚 姻率の推移や住宅の着工件数の推移 も

利 用できる。

o全 国の需要が人口にほ ぼ比例 して予測されるな らば、都道府県別の人口 とその伸びを分析す る

　ことで地域別の需要予測 も比較的容易 に行 うことができる。

oこ の ように陶磁器鰻飯 食器の需要が人口 とい う要因 を中心に婚姻率 ・住宅着工件数 とい った要

因 で決 まって くる ことが分か った。 これを一例 として算式化すると次のようになる。

'

飲食器国内需要額

　 =α(総 人口)+β(婚 姻率)+γ(建 築着工床面積伸び率)

　　　　 このα ・β ・γは過去実績値を もとに算 出す ることも可能である。

　　　　 これまで情報の高度利用 について述べて きたが 、ここで情報利用 における問題点 を整理 して

　　　み た。

　　 o統 計による分類の粗さ

　　　　 主に官庁発行の統計資料 を対象に情報 の整理 を検討 して きたが、各省庁による品 目レベルの

　　　不統一 とい った分 類の粗 さや、調査時期 ・調査対象の違い とい った点には十分留意 してデー タ

　　　の利用 を図 る必要 がある。

　　 o大 量データの整理

　　　　今回 、整備対象 にあげた統計資料だけで もすべて可能な限 りデー タをインプッ トしよ うとす

　　　 ると、膨大 な事 務量 となる。従 って 、システムを実際に稼動 させるには当然前段階 として大量

　　　データを先 ず整理す ることが不可欠であ り、 これ を産地 に行 わせるこ とは 困難 と思 わ れる点

　　　が多い。

4.2.2技 術 情 報

　 まず、収集 した技 術情報 をどのように整理 し分類す るかについて考察する。利用 しゃすいよ うに整

理 するためには、つぎの各点 について注意 をは らう必要があろ う。

A　 ニ ュース性 の強い もので あるか 、技術的な意味 あいが濃い ものか。

B　 工程の どの部分の技術情報か。 これは検索 の便利 のために、キー ワー ド等 とは別に分類 してお く
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のがハー ドウェア/ソ フ トウェアの設計上便利 であろ う。

、

製 土き:

成　型　・ 素　焼

下 絵 付

成

仕

乾

素
1

粉　砕

脱　水

本

上 絵

線

型(ロ ク ロ 、流 込)

上

燥

焼

下　　絵　　付

　

針

施

厘

本

校

「
焼

付

検　品　・ 梱　包

τ

粕

詰

焼

品

上　　絵　　付

上 絵 付 焼 成

τ:
品

包

意　匠(デ ザイン)

　　従来め工程分類から、上記 のような部門にわけて整理 してお くことが便利であろ う。 ここで、

　意 匠(デ ザイン)は 、便宜上 、工程 とは別の もの として切 りは なして考え られ よ う。 このほ かの

　工程 とは切 りはな して考 えるべ きものは 、技術情報 としての意 味あいが うすいと考えて、整理 の

　対象 とは しなかった。

C　 検 索の具体的 な手法になにを使 うか。コンピュータ使用が前提 であるので、キーボー ドか ら必

要 とする項 目を入力 し、CRTデ ィスプ レイ上 の表示 もしくはデータタイプライターでのプ リン

　 トアウ トが一般的 であるが、具体的 になにを入力するのか。

　　まずAに ついては 、すべての情報が真実 を伝 えてい るか どうか 、ニ ュース性 の強い ものでは こ

　れ も議論の必要があろ うが、内容 の検討 までは立 ち入 らぬ こ ととする。した が って この議論 は

行 わ な い。 こ こで考 え なければならぬ のは、収集整理 されてい るデー タベー ス中の諸情報の保

　存期間で ある。 コン ピュー タのデー タファイルを無制限 に大 きくしてい くわけにはいかない。 あ

　る程度の ところにメモ リ容量の限界があるので、必要性 の低 くなった情報は予備のフ ァイル に移

　すなどの処置をす る必要 があろ う。た しかに、デー タベースのデー タは、量的に多いほ うが望ま

　 しいが、検索時間が長 くな り、すべてのデータを収録する と言 う考えかたには、あるところで歯
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止 めをかける必要 がある。 ニュース性 の強い ものについては 、その新奇性 のな くな った ところで、

思 いきって廃棄されて もよかろ う。

　 Bに ついては 、整理 の際に どの ような工程に関連 あるのかの分類そ してコメン トを付す ことが検

索 上の便宜 を促進 しよう。た とえば、 仮 に 「ファインセ ラミックスの最近の動向」 とい うタイ トル

の論文があった として、このタイ トルや、キー ワー ドか らだけではなにが書かれてい るか想像で き

ない場合 もあ り得 よう。アブス トラク ト(原 始デー タの要約 された ものであ り、情報検索 の際に選

んだキー ワー ドが的確 であるか どうかの検証 や原始データの要 ・不要 を選択す る機能 をもつ)を 見

て、は じめて必要 な情 報か否か の判断ができる、とい うことになるが、該当する しないの判断の対

象 となるものの数 が多 くなると、い ちい ちアブス トラク トを見 るのでは繁雑 す ぎる。また、 これに

関連 して、個 々の情報の質 とそれの含む量 について も検索 に便なる形式 のコメン トを付する ことが

望 ましい。まず 、質 につい てであるが 、これは当該技術情報の対象が どの程度 のレベル とな ってい

るのか 、これが明示 される必要が あろう。いわゆる素人むけの通俗的解説にす ぎないのか(だ か ら

と言 って不要 な情報 とい うわけでは ない。経営サイ ドとして も最小限い くらか の技術的 な知識は持

っていなければな らないので、そ うい う対象のための技術情報 としての意義 は非常 に大 きい。)、

あるいはご く一部 の専門家 だけが理解 できる高度 なレベ ルの ものであるのか これをい くつかのレベ

ルにわけて 、インデ ックスの類 を付 してお く必要が あろ う。陶磁器業界の状況 を考える と、誰で も

気楽 に利用 できる情報サー ビスで あるためには 、この ような配慮 もなされるべ きである。つ ぎに、

量的な面の表示 につい ては 、その必要性は十分考え られるが、字数 と情報量 との相関については未

詳 であるので、現実 には単純 に字数 などで示す より方法 はなか ろ う。

　 Cで あるが 、現在一般の用 に供されている技術情報サー ビスは、なにによって情報 を検索 するの

か についてはキー ワー ドに100パ ー セ ン トたよっている ものがほ とん どであ り、前述AやBの よ

うな配 慮が なされてい る ものはあま り見 あたらない。入手 を希望する情報 につい ては 、その量的 ・

質 的、ニ ュース性 ・技術性 、などには無関係 に、キー ワー ドをい くつか組み あわせて検索する方法

で あるため不用 なもの も多 く得 られて しま うとい うのが現状 である。今回対象 としている陶磁器業

界の実情を考 えると、 この ような ものでは不親切 で あろ う。 キーワー ドに どんな方式 を採用するか

によっても、使いやすさに大 きく影響 して くることにな る。現在多 く使 われ ているもの としてはつ

ぎのよ うな ものがある。

(1)UDCも し くはNDC方 式 ………これは、図書 の分 類 ・整理の分野か ら発展 して きた ものであ

　 る。3桁 か ら10桁 、 あるいはそれ以上の数字の組み あわせで情報の内容 を表現 する ものであ り

　左 か ら右へならべ られる数字の順 に、情報の分類は細か くなってい く。 これ まで図書の整理な ど

　 に使 われて きたこ とに よって一般に なじみが深 く、数字で表現されてい るために検索 のス ピー ド

　 が早 くで きる、コン ピ ュー タシステ ムの構成が比較的簡素 になる とい う利点 があるが、逆 に、分

　 類の基準 が現在の技術にマ ッチ していない部分 もある、分類作業をす る人間 によって同 じ内容の

　 情報 がま った く別 の部類に分類されて しま う危険性がある、などの欠点が ある。技術情報 提供関

　 連の専門家の なか には 、この欠点 のた め技術情報 サー ビスに用いるには不向 きであると考 える も
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　　 のが多い。

　 ②　 シソー ラス方式 ………あ らか じめ、個 々の コンピュー タシステ ムにおいて、それぞれ独自のキ

　　 ー ワー ドによる検索は うけつけない方式 である。当然 、キー ワー ド集(シ ソー ラス集)が 、ユー

　　 ザーズマニュアル として必要になる し、情報の整理 もこのマニュアルによ らなければならない。

　　 デー タベース作成 の際には楽 であるが 、ユ ーザ として は十分に検索 しつ くぜない危険性が生ず

　　 る。 これ は ユ ー ザが シ ソー ラスか ら見落 とす危険性のほか 、デー タベース作成の際の整理作業

　　 で起 こる危険性 もある。特 に、新 しい分野の技術でシソー ラスが完備 していない部分 にこれが多

　　 く発生することが予想 され る。 これは 、技術の先端部分 に一般の関心は特に高いのに、それに対

　　 して十分 なサー ビスがで きない可能性があることをも意味する。 コンピュー タシステムの設計 も

　　 情報の整理 も比較的楽である。

　 (3)フ リーワー ド方式 …… …入力するキーワー ドには制約は設けず 、情報 を検索す る側の言葉 によ

　　 って行 う方式である。 情報の整理が完全 に行 われていれば、威力を発揮 しよ う。現実に原始情報

　　中の どの単語をキー ワー ドとして整理す るか、 キーワー ドとして選び出された ものではな く、別

　　の表現形式の同意語で もって検索 された場合 でも当該関連情報 として提供 できる ようにするため

　　の対策 ・方法は?な ど、い ろいろな問題がある。 ユーザ にとっては使いやすい ものであるが、デ

　　 ータベース作成 を行 う側に とっては綿密な作業が要求 される。

　　 このほか、データベース作成側がシソー ラス とは異な ったキー ワー ド群 を設定 し、検索する側は

　 そ の中のどのキーワー ドの意味 するグループに必要 な情報が該当す るかを判断 する ものがある(言

　 葉 ではな く意味 で索引する方式 である)。

　　 UDC/NDC方 式 は、他の二 つの方法に比較 して柔軟性 が乏 しい と考え られるため に採用 すべ

　 きで はなかろ う。 したが って、シ ソー ラス方式か フリー ワー ド方式かい ずれか をとる ことになる。

　　 原始情報を整理 してデー タベース を作成する際の労 力は、シソー ラス方式のほ うがフ リー ワー ド

　 方式に比べ てす くな くてすむ。 これ を処理するために要する労力は、収集の対象 をどの程度の範囲

　 にするかに よって異な るのは当然 である。

　　 つ ぎに、原始情 報が出現 して(新 聞や雑誌な どであれば市場に出る期 日で あり、発行 日として記

　 されてい る形式上 の期 日ではない)か ら、当該 システムのデータベース に収納 されるまでに、どれ

　 くらいの時 間が必要 となるかである。 特にニ ュース性 に意義の ある情報の場合 、この時間 はで きる

　 か ぎ り短 くなければな らな い。 日刊紙のニ ュースの ダ イ ジ ェス ト化 を行 って い る月刊の一般

　 技術雑誌がい くつか見 うけ られ るが 、たまたま目についたものをひろいあげて リス トア ップ してい

　 る とい った例が多 く、完全 情報 とはいえまい。 しか し、片手間的 にで もこの ようなことがで きると

　 い う可能性 を示 してい るといえよ う。

　 技術情報を整理す る うえでの問題点 について考察す る。す でに記 した部分 との重複はさける。

(1)シ ソー ラス方式か フリー ワー ド方式 かの検討は、文章 としての形をな してい る原始情報につい て

　適 用され るものである。意匠(デ ザ イン)の 場合、原始情報は文章の形ではな く、パ ター ン情報で

　 ある。 これを ど う扱 うか 。 現在 、財 団法人 日本陶磁器意匠セ ンターには約160万 点 ものパ ター
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ン形式のデー タが蓄積 されてお り、 現在 は大 まかな分類 をもとに、人間が 目で見て直観的な分類 ・

検 索 を行 ってい る とい って よい状 態 で あるが 、これ をどうコンピ ュータ ・デー タベース化す る

か。 この場 合、目についた ものだけを拾いあげればよい とい うわけにはいかず、意匠登録 の性格上

もれな くすべてを拾い あげなければな らない。 万に一つの見落 しも許 されない。現在 、登録の原本

には現物の写真が貼付され てお り、これが類似のパターン同士に分類 ・整理 されている。人間が目

でみて類似か否か を判断 してい るが、パ ター ン認識共通 の問題点 として、人間のや っていること の

定量化表現の難 しさがある。

　 〈参 考 〉　現在 、財団法人 日本陶磁器意匠センターでは弘報 において表4-1にk・ けるような

　　　内容 を公開 してい る(実 際 の整理 ・分類は表4-2の 基 準 によって もっと詳 しくなされてい

　　　る。)。 この程度の インデ ックスで、人が検索作業を行 ってい るの が実情 であ る。

表4-1 陶磁器意匠弘報　 (一例)

　 登録書号

8{-　 C3414

81-　 C34|5

81・-　 C34　 }i　6

εi1-　 C3417

8㌔ 　 C3418

8E-　 C3419

8㌔C3420

81-　 C3421

81-C3422

8|-　 　C3423

8ト 　C3424

81-・　 C3425

受 付 年 月 目

56.7.21

　 -・ クー

　 -e-

　 一 〃一

　 一 〃一

　 一 〃-

56.7.8

56.3.17

56.7.9

　 -'-

56.7.22

56.8.3

　類　別

　食　器

ノペ〃チイ

　丈　器

ノベ'レテイ

食　器

ノベノレチイ

　食　器

ノペ〃テイ

　食 器

　 一口〃 一

　 一一'亀 一

　 一 〃一一

登録区分

槙　模

一 ク一

一 〃一●

一 〃一

一 ク一

一 タ一

篇　合

形　状

綜　合

一 右 一

形　状

槙　橡

　　　 摘　　『要

　　　　　 花

　 　 　 　 一 〃一

　 　 　 　 一'一

　 　 　 　 一 クー

　 　 　 　 一 〃一

　 　 　 　 一一〃ー

ワ ヲ 目 里 人 キ や 七 百ー ρ

モ　〆　ン　ノく　タ　ー　ケ　ー　ス

イ チ ゴ 模 様 シニ ガ ー ポ ツ ト

　 　 〃・　　 ス ー プ ヲ』ユ ー リニノ

モ　 ダ 　 ン　 形 　 ポ　 ツ　 ト

キ　 フ　 チ 　 ン　 風 　 景

　　　　翌　録　…苦

㈱　　ス　　　　i「

　 　 　 　 一 才一

　 　 　 　 一'一

　 　 　 　 一'一

　 　 　 　 一 〃一

　 　 　 　 一'一

　 　 　 　 一 〃一

㈱ 三 栄 コ ー ポ レ ー シ ョ ン

　 　 　 　 ー'一

　 　 　 　 一 〃一

　 　 　 　 一 々一

　 　 　 　 一'一

　 コンピュー タ化 した場 合に この程度のインデ ックスで 、十分な検索はできないのは もちろん であ

る。

　また、パターンの定 量化表現 のほ か、意匠登録は年間1万5千 件 弱 に も及ぶ。これのデータベ

ース化の労力は、低 く見積 って も1人1日10件 、年 間300日 稼動 として5人 の人手を必要 と

する ことになる。
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表4-2　 財 団法 人日本陶磁器意匠センターにおける品種別分類表

品　　　　種 品　　　　　　　　　　　　日

食
　
　
　
　
　
　
器
　
　
　
　
　
　

類

碗　 皿　類

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

碗 皿 、TV(ブ リ プ ジ)碗 皿 、 イ ン ドセ ン チ ャ、 ワ ラ ビ カ ッ

プ 、 湯 呑 、(蓋 付 湯 呑 を 含 む)、 マ ッ グ(ビ ー ル マ ッグ 、 ミ

ル ク マ ソグ)、 シ ャーベ ッ トカ ップ そ の 他 の 碗 類 等

皿　　　 類

皿(肉 皿 、 テ ィ ー プ レ イ ト、 ケ ー キ プ レ イ ト、B/Bプ レ イ ト

を 含 む)、 ス ー プ 皿 、 仕 切 皿 、 チ 。 ト ピ ッ ト、 プ ラ タ ー 、

チ ーズ ・カ ッタ ー ・プ レ ー ト、 エ ッ グ プ レ イ ト、 ピ ッ ク ル 、

ス ー ザ ン リ リ ッ シ ュ、 盆 皿 、 そ の 他 の皿 類 等

三　揃　類 土瓶、乳人、砂糖入、 ピ ッチャー(ジ ュース注ぎを含む)

蓋　物　類

氷 人 、 ク ッキ ー ジ ャ ー、 バ タ ー 入 、 ジ ャ ム 入rチ ー ズ 入 を 含

む)、 キ ャ ニ ス タ ー、 イ ン ス タ ン トコ ー ヒ ー 入 、 ス ー プ チ ュ

ー リン
、 野 菜 入 、 茶 壷 そ の 他 の 蓋 物 類 等

井　　　 類

高台丼(蓋 付を含む)、 ライス丼、 フルーツボール(オ ー ト

ミル)、 サ ラダボール、南京丼、 グレビーボー ト、 その他 の

井類、飯茶碗(蓋 付を含む)、 高台付丼等

薬 味 人 類 塩、胡椒入、薬味人類

そ　 の　 他

食　　　　器

その他 の食卓用および台所用品(徳 利、 さかず き、サ ジ、ス

・

フ ー ン レ ス ト、 バ タ ー メ ル タ ー、 メ ジ ャ ー リ ン グ ・カ ッ プ 、

そ の 他 カ ッ プ、 組 合 せ もの 等)

ノ

ベ

　
ル

テ

ィ

類

置　物　類 置物、 ガーデ ンセ ット、金魚モ グリ、飾壼等

花　入　類 花瓶、 プランター、水盤等

壁　掛　類 壁掛

喫 煙 具 類 煙草入、灰皿、 ライターペース、パ イプ立等

燭　立　類 燭 立 、 ク ラ イ マ ー、 オ イル ラ ン プ 、 電 気 ス タ ン ド等

化 粧 具 類 香水瓶、 白粉入、 口紅差 し、鏡立、洗面具(石 けん入)等

貯 金 人 類 貯金入

雑　品　類

ウイスキー入、風鈴、貴重 品入、 ナフキンホルダー、文具、

香炉、香料 入、揚枝差 し、 ピンク ッシ 。ン、ペンホル ダー、

砂時計、写真立、 トリベ ット組合せ もの、 その他装身具等
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(2)大 量 の原始情報 を、どうやってデー タベース とす るか。 さきに意匠(デ ザ イン)の 例 をあげたが、

　 定常的に大量の ものの処理 をしなければな らない とい う問題 ももちろんであるが 、情報提供 システ

　 ムのスター トの時点では、それまでに蓄積 されていたデー タベースはゼ ロであるので、必要 な量だ

　 けを短時間 につ くりあげ なければな らない。 これをど う処理するか。

(3)　 コンビ=一夕・システム(ハ ードウェア)と のか ねあいを どうす るか。 これは、情報を整理 しデ一夕ベー

　 ス化する方法をまず決定 し、それによって ソフ トウ ェアを作成 し、それに合致 するハー ドウェアの

　 選択 を行 うといった応用面のいいぶんをすべて認めたコンピュータ・システムとする ことが許 されるか

　 ど うか とい う問題 である(も ちろん機種 な どの目処 はあらか じめつけておかなければな らないが 、

　 データベースがハー ドウェアの90パ ー セン ト以上を占めるよ うなシステムで あるか ら、オヘ レー

　 テ ィング システムや検索用の プログラムに関連す る部分の占め る割 り合いは微 々たる ものであろ う)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o

　　 コンピュータシステムとしてどの程度の規模 ・性能の ものまで導入 できるか 、によって、収集 した情報

　 の整理方法 は当然制約される。

　　 図4-1に 現 在使用 されている形態 を示 してk・〈。ωは 、端末を1ヵ 所に集中的に設置す る方法

　 で ある。管理 ・運 営は楽 だが、ユーザは利 用 しに くい だ ろ う。⇔は 、端末だけを分散する方式で

　 ある。

(イ)

ユ ー ザ

＼7

一　 　 　 　 .

　 新規データ

デ　ー　 タ　 ベ　ー　ス

○
C.　 P.　 U.

6
端
末
1 2 3 4 5　 　6

・. s　● ・　・ ・　●

6　 　　　　 6　 　　　(5

集中設置

(切

屑目
ユーザ 〇

一夕

　

　

　

　
所

ン
↑
一
一
ー
∀
各

セ

図4-1　 ハ ー ドウ ェア の 構 成
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　図4-2は 、比較的小規模 なコンピュータを多数分散して配置する方法であり、個々にデータベース を

作成 し、磁気 テー プ/磁 気デ ィスク等 の形でそれぞれ作成 したものを他に配布する。 これを中央の

大型 コンピ ュー タで集中管理 する ことも考え られるが 、そうなる と、図4-1の(n)の 方法 とかわ り

がな くなる。

タ

ス

ー

ー

テ

ベ

タ

ス

一

一

デ

ベ

ミ"、

　　 ＼× 、
　 　 　 　 '<レ'
!,='

　6
ユ ー ザ

〉 　、

　 ＼'ぐ 、!

三ご㍉(=
　 !≠ ♪ くへ 、

E

ク
/
＼
、

　

　

二

《

、
、

　

　

,

＼

イ

タ

ス

一

一

テ

ベ

　

　

　

、

＼
ろ
'
、声

〃
/

　

(

○

デ ー タ ベ ー ス

の配布(交 換)

図4-2　 分散型ハー ドウェアの構成

o
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　 　 　 　 　 　 ロ

　 4.5産 地 パ イ ロ ッ ト情 報 シ ス テ ム

　産地情報 システ ムの本来 あるべ き姿 としては、重層的 なネ ッ トワーク によ り明確な役割分担 が図 ら

れ るべきであろ う。 しか しなが ら、現在充分 なネ ッ トワークを組 める程環境は整備され ておらず(部

分的 には整備されつつあるが)、 従って当面は産地 自らがデータ整備 を図 る方 向で考 える方がよ り現

実的である。(図4-3参 照)

　 4.2で 述 べてきたように、技術情報 を産地で も独 自に整備 し、活用で きる体制が整備 されれば理 想

的 であるが、そ のた めには相 当な人力 とコス トを要する ことは明 らかで ある。産地の実情 を踏 まえ、

より実現可能性 がある方向 としては、技術情報 よ りも生産販 売関連情報の独 自整備 をあげ ることがで
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ　　　＼ 「

きる。

　生産販売関連情報 の代表的 なデータ として、 「生産動態統計(通 産省)」 を例 に とり、データの関
　＼ 　　　　　　　　tr〔

連 を考 えると図4.一 　4の ように示される。

　データの関連 とい う観点か ら整理 したもの をみ ると、単 に陶磁器業界固有 な もの ではなく、製造業

一般 に共通 した形 での応用が考え られ る。例 えば業種に与え るコー ドを体系化(標 準産業分類コー ド

の利用)す ることによ リファイル構造 は同一 の ものが利用できる ことは明 らか である。

　 従 って、陶磁器以外の業種 に も応用可能なシステム設計 をする ことにより、将来重層的 ネ ットワー

ク時代が到来 して も混乱 なく充分対応 できるもの と思 われる。

4.5.1デ ー タベースの設計

　 産地情報拠点 に仮 に大型 コン ビ=一 夕が導入されていて、汎用DBMSに よ る データベ ー スの 開

発が可能 な場合の設計例 を次 に示 す。但 し、 ここでは便宜上 、汎用DBMSを 限 定する必要が あるの

で、 日本電 気㈱のTNQシ ス テムに基 づいた設計 を してみた。

(1}生 産 ・販売情報 ンス2ム の概要

痴 ⊆.販 売繍 システぷ 、産地情報システムのサブシステムであり需 要予測古 勤 向商 品
へ て　一 一一一

流通 及び販売動向 に関するデータを収録 し、産地 で生産 ・販売計画 を策定す る上での基礎資料 を作成

す る もの である。

　 今回のパ イロッ トシス テムでは、特 に、産地情報 を取 り扱 う時 に必要 となる統計ペースの公表デー

タを主に整備 する ことに主 眼を置いており、今後産地で不足 してい るデータを産地 自ら整備 していく

ことが望 まれ る。

　 なお、本 システムは、DBMSと して 日本電気㈱ のINQシ ス テムを採用 することとし、各種デー

タを 目的別に複数のINQフ ァイル に収録する。

　 また、各種 利用 ソフ トウェアは、汎用検索 システムの他 に、需要予測 システ ム、定型 出力 システム

及び エ リア指標システ ム等が考え られる。

〔INQフ ァイル 〕

(1)需 要 予測 プ アイル

　　　 人 口、世帯数 を市町村別 に、婚姻件数、着工建築物 、新設住宅の床面積等は全国で、それぞれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一24－
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データの関連(生 産動態統計 「陶磁器月報 」の場合)図4-4
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　　 需要予測 で必要 な時系列データ(年 データ)と して収納す るフ ァイル。

(2)生 産動 向フ ァイル

　　　 陶磁器 月報等の生産動向 に関連するデータを県別、業種別に、品 目項 目系列 、時系列 データ と

　　 して収納 するファイル。

(3)商 品流通 フ ァイル

　　　地域間商品流通 関連データ を、マ トリックスの行列別に時系列データ として収納す るフ ァイル。

〔中間フ ァイル及び作業 フ ァイル 〕

(1)需 要 予測 システ ム用 中間 フ ァイル

　　　 需要予測 フ ァイルか ら必要 なデータをMOVEし 、需要予測 システ ム及び エ リア指標 システ ム

　　 の入力 フ ァイル となる中間 ファイル・

(2)エ リア設定フ ァイル

　　　利用者が、エ リア需要 を予測 する場合、エリア指標 システムの入力 フ ァイル となるエ リア設 定

　　 データフ ァイル。

② 　システムの全体構成

　 システムの全体構成 を示す と図4-5の とas・　bで ある。

一27一



ー

N
Qo

ー

統

計

[
言

㍑

」

パ ンチ

INQフ ァイル用

テLタ ロード用

ロードイメージ

ファイル作成

ロ ー ド用

ア ー タ

INQ

フ'アイル

ア 一 夕

登 　 録

ユーア イ

リテf－

利

レ

呑

ノ

】

イ

要

ア

話

フ

生 産 販売
フ ァイル

血

レ

9∬

ノ

{し栖

イ

ロ川

ア

商

フ

1

N

Q

セ

ク

シ

ョ

ン

図'1-5　 シ ス ケ ム 全 体 構 成 図

.

ハ ン チ

(某 ～ψエ リア}

OR

フアイノ

＼
エ リア指 標

システ ム

(グ ラフ化)

数

エ リア別 指標

.`li問
フ/イ ル

　 ず 　　ロ 　　ヘプ　　　　　　　　ら

〆、　 　 ノ　 へ
I　　　　　　 l
l　 　　 　　 I

　 　 　 ,l
I　 　　　　 I

人、
、　 　ノ

711'嬰pnl[1

シ ス ア ム

定刑出力　　 　　 　 ー
システム

数 　 　表

<

(エ ン ドユ ーザ)

,



(5)　 INQフ ァイルの構造

　 INQフ ァイルの構造 として、図4-6～8に 各ファイルを図示する。

1　　　　 三

|「

レ

　

コ
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ド

地域 コー ド

県 コ ー ド

一

市町村コー ド

地　域　名
県　　名

市町村名

一 三
'1　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

繰
　
り
　
返

　し

　 　 　 　 品目コー ド

品 目 ・項 目
コ　 ー　　ド

　 　 　 　 項 目コー ド

　 　 　 　 品　 目　 名

品　 目　 ・

項　 目　 名

　 　 　 　 項　 目　 名

単　　　　　位

出　　　　　典

期　　　　　型

一 11　　　　　　　　　　　　　、'

一

繰
り
返
し

時　　　　　点

デ　　ー　　 タ

レ

コ

ー

ド

期 型

繰
り
返
し 検

索
項
目

∋
口

帯

口入測

図4-6　 需 要 予 測 フ ァ イ ル
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(4)各 コー ド類の体系

ω 地 域 コ ー ド

　①　県 コ ー　ド　 :

　 ② 市町村 コー ド:

(ロ)品 目 ・項 目コー ド

　①　品 目 コ ー ド

JISコ ー ドの 数 字2桁

JISコ ー ドの 数 字3桁 、 県 コ ー ドの場 合000

　 6レ ベル までを数字で表示す る。上位 レベルの場 合は、下位 レベルを'・'

　 で表示す る。

① 製品(例)陶 磁器月報

台
所
用
品

・
食
卓
用
品
②

飲

食

器

③

④ 和　飲　食 器

洋

飲

食

器

④

詑丁
ア⑤

その食
の洋器
他飲⑤

磁　器　質　　⑥

磁器質 ・その他⑥

磁 器　質　　⑥

磁器質 ・その他⑥

③ 台 所 ・料 理 用 品

② 計

一

1　 5　 1　 1　 ・　 ・

1　 5　 1　 2　 1　 1

　 　 　 　 1

1　 5　 1　 2　 1　 2

1　 5　 1　 2　 2　 1

1　 5　 1　 2　 2　 2

1　 5　 2　 …

1　 5　 ・　 …

② 項 目 コ ー ド 　 5レ ベル まで表示す る。1桁 目は品 目コー ドの桁 目と同じ数字。下1桁 はア

　　 　　 　　　 　　 ル ファベ ット順で表わ し、下位 レベルは'・'で 表示す る。

　　 　　 　　　 　① 製　品

② 生　　　産

出
　

荷
　

②

販
　
売
　③

輸
出
向④

⑤ 重　　 量

⑤ 金　　　額

国
内
向④

⑤　重'　　 量

⑤ 金　　　額

③　そ　の　他

1　 A　 …

1　 B　 A　 A　 A

1　 B　 AA　 B

1　 B　 A　 B　 A

1　 B　 A　 B　 B

1　 B　 B　 ・　 ・

ψ・}業 種 コ ー ド

　 　 日本標準産業 分類 コー ドで表示する。

←)行 列地域 コー ド

① 行地域 コー ド:R+県 コー ド(JISコ ー ド)

② 列地域 コー ド:C+県 コ ー ド(JISコ ー ド)
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(1)　 川 堰 予 測 フ γ イ ル

W.1-IS　 　 各 仲 フ 　 γ　 イ　 ル の 例

　 　 FDL:JYUYOF,　 l　 D∧TABAS1・::ー リ'ン チ ジ/pウ ホ ウ

フ　　ィ　　ー　　ル　　ド　 識　　別 属　　　　　　性 フ　　 ィ　 ー　　ル　　ド　　オ　　ブ　　シ　　ョ　　ン

フ　ィ　 ー ル　ド

名　　 　　 　称

FDLト の

名　　 　 称
(99名)

繰 返1'

　 数

F　 D　 　L

レベ ル 汀}り

属性 FDI'

属　 性

デ　　タ 長 DSP 　 B　 Y

フ ィ ・ル ド名

'11.　　　 位

U　 N　 l　 T

DS　 P　 ・BY

UNIT　 　BY

T|ME・ ・BY ト:1)IT

長 さ 小数長

ジ ュ ヨ ゥ ヨソ ク フ ァ イ ル Jl・'川' (12 / / / / / /
チ イキ コー ドJ JTCD 03 数字 9 5 o / /
ケ ン コ ー ドJ JKCD 〔}'1 〃 〃 2 〃 / /
シチ ョ ウ ソ ン コ ・一 ドJ JCCD

04 ', 〃 3 〃 / /
チ イキ メ イJ JTNM {}:{ / / / / / /
ケン メ イJ JKNM 〔〕.1 文字 x lo {} c) /
シ チ ・{ウ ソ ン メ イJ JCNM oイ 'ノ 〃 15 〃 o /
キ ガタ1 JKIGl 03 数字 9 12 〃 o /
ジケ イレツデ 一夕1 JTDAl ㈹ 03 / / / / / /
ネ ン1 JNENI 04 文字 x 6 {} / /
ジ ンコウ JJIN {レ| 数字 S9 1'1 3 / BYネ ン ニ ン

TIME.-BY

キガタぶ ネン1
○

セ タイス ウ JSET 04 " 〃 〃 〃 / " コ 〃 o

ヨソクジ ンコ ウ JYOS {レ1 〃 〃 〃 〃 / 〃 ニ ン " ○

ヒンケ イレツJ JHIN (N} 03 / / / / / /
ヒ ン モ ク コ ・一 ドJ JHIG 04 文字 × 6 〔1 / F /
コウモク コー ドJ JKOC 04 〃 〃 5 " / ! /
ヒンモク メイJ JHIN 04 〃 〃 15 ', c) /
コウモク メイJ JKON 04 〃 〃 15 〃 (り /
タ ンイJ JUNI oイ 〃 〃 8 〃 o /
シ ュッテ ンJ JSYU 04 15

　 L

〃 　　o
・ L 一 /

キ ガタ2 JKIG2 04 数字 9 12 o (.) // /
ジ ケイ レツデ一 夕2 JT .DA2 (N) 04 / / / / / // /
ネ ン2 JNEN2 05 文字 × 6 o

　　//
r

/
デ ータJ JDAT

　 　 　 ・

05 数字 9 14 3 　　/./ BYネ ン2
TIME-BY

キガタ2、 ネン2
○

, .



1

ω
ω

1

.

(2)生 産 ◆販 売 フ ァ イ ル FDL:SEISANI:',2 DATABASE:サ ンチ ジ ョウホ ウ

フ　 ィ　 ー　ル　 ド　識　別 属　　　　　　性 フ　 イ　 ー　ル　 ド　オ　プ　シ　 ョ　 ン

フ　イ　ー　ル　ド

名　　　　　称

FDL上 の
名　　　称
(99名)

繰返 し

　数

F　 D　 L

レベ ル番 号

履性 FI)L

属　性

デ ー タ 長 DSP 　 B　 Y

フ ィール ド名

単　　　　位

U　N　 I　T

DSP-BY

UNIT-BY

TIME-BY ED[T

長さ 小数長

セイサンハンバイファイル SFIL 02 / /
テ イキ コー ドS STCD 03 数字 9 5 0 /

r

/　 　 　 　 　 L

ケンコー ドS SKCD 04 〃 〃 2 〃 / /
シチ ョウ ソン コー ドS SCCD 04 〃 'ノ 3 〃 / .. /
チ イキメ イS STNM 03 / / / / / /
ク.ンメイS SKNM 04 文字 × 10 0 ○ /
　 　 一

.シ チ ョ ウ ソ ン メ イS SCNM 04 〃 〃 15 〃 ○ , /
ギ ョウ シ ュ コ ー ド SGCD 03 数字 9 5 " / /
ギ ョウ シ ュメ ・イ SGNM 03 文字 × 15 'ノ ○ /
ヒンケイ レッS SIIIN (N) 03 / / / / / /
ヒ ン モ ク コ ーー ドS SHIC 04 文字 × 6 0 / /
コウモク コー ドS SKOC 04 〃 〃 5 〃 / /
ヒンモク メイS SHIN

9

04 〃 'ノ 15 'ノ ○ /
コウモク メ イS SKON 04 〃 〃 15 〃 ○ /
タン イS SUNI 04 'ノ 〃 8 〃 ○ /
シ ュ ッテ ンS SSYU 04 〃 'ノ 15 〃 ○ /
キガタS SKIG 04 数字 9 12 〃 ○

1 /
ジケ イレツデー タS STDA {N) 04 / / / / /

!

/
ネンS SNEN 05 文字 × 6 0 / /
　 　 L

データS SGAT 05 数字 9 14 3 / BY　 ネンS
UNIT-BY
タンイS

TIME-BY
キガタS,ネ ンS O
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③ 　商 品 流 通 フ ァイ ル FDL:RYUTSUF,　 3 DATABASE:サ ンチ ジ 」オウホ ウ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

フ　イ　ー ル　ド 識 別 属　　　　　　性 フ　 ィ　 ー　ル　 ド　オ　フ'シ 　 ョ　 ン

フ　ィ　ー　ル　ド

名　　　　　称

FDL上 の

名　　　称

(99名)

繰返 し

　数

F　 D　 L

レベル 番号

属性 FDL

属　性

デ ー タ 長 DSP 　 　B　 Y

フ ィーール ド名

単　　　 位

U　N　 I　T

1)SP-　 BY

UNIT・-BY

TIME'-BY EDIT

　 　 　 「

.長さ 小数}乏

・

　 リュウツ ウフ ァイル RFIL
02 / / / / / // /

ギ ョウチ イキ RCTI
1)3 / / / / / /

ギ ョウチ イキ コー ド RCTC 04 数字 9 2 O / /
ギ ョウチイ キメ イ RCTN 04 文字 x、 lo ', ○ /
レ ツチ イキ RRTl 03 / / / / / /
レツチ イキコー ド RRTC 04 数字 9 2 O / /
レツチ イキ メイ RRTN 04 文才 × 10 〃 ○

// /
タン イR RUNI 03 〃 〃 8 〃 (＼ /
・

シ ーツテンR RSYU 03 〃 〃 15 〃 り /
キガ タR RKIG 03 数字 9 12 〃 (1

// /
ジケイレツデータR RTDA 〔N) 03 / / / / / /
ネ ンR
　 　 '

RNEN 04 文字 ＼ 6 o / /
ゼ ンコク ヒ　　 ' RI・11R o.1 数字 9 11 3 / BY　 ネンR

UNIT・-BY

タン イS

TIME-BY

キガタR,ネ ンR
○

ジ ツガク RJIT 〔}4 'ノ " 'ノ 〃 / 〃 〃 〃 乙



]

4.5.2.デ ー タ ・ファイルの設計

　産地 の現況 をみ ると、4.3.1で 述 べ たよ うな大型 コンビ=一 夕の活用は難 しい。

最近 の技術進歩によ り、マイク ロ ・コンピュータ等小型化 した ものが、かな りの性能 を もつ ように

な り、かつ価格 も相対的 に低下傾向にあることか らすると、産地情報 システム も小規 模化す る必要が

ある。

　従 って、データ ・フ ァイル もパ ッケージ として考え、シーケンシャルに蓄積す る構造 がよ り汎用性

が高い ものと思われる。今回想 定 してい る生産販売関連情報 のファイル構造 を次 に示 す。

　　　地 域コー ド(主)… …県(2桁)十 市町 村

　　　　　　　 　　　　　　 (3桁)

　 　　地域 コー ド(従)… …県(2桁)+市 町 村

　　　　　　　 　　　　　　 (3桁)

　 　　業種 コー ド…標準産業分類(最 多4桁)

　 　　商品コー ド…商品分類(最 多7桁)

　 　　項 目コー ド…生産 ・出荷 ・在庫等独 自に設定(2桁)

　 　　加工コー ド…期別変換 、積 上計算等の際の加工方法(3桁)

　 　　単 　位 …(8桁)

　 　　時 点…(4桁)

　 　　デ・一夕…(整 数部10桁 、小数部3桁)

①　地域 コー ド㈹は商品流通デー タのみ使用。

②　全国データ、ブロックデ ータは県 コー ド1～47以 外 の数字 を独 自設定

③　県以 上の広域データは市町村 コー ドをゼ ロとする。

④　加工コー ドは次の とおり。

　　 　平均…'AVEノ

　 　 　加算…'SUMノ

　 　 　勘 定…'STK/

　 　 　 etc.

⑤　 時点は次の とおり。

　　 　月データ……'○ ○△ムノ(○ ○年△△月)

　 　 　歴年データ…'○OCY/

　 　 　年度データ…'○OFY/

　 　 　 etc
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4.5.5.プ ログラム設計

　 プログラムとして最低限①データ入力、②加工 ・編集機能 が必要 となる。

　データ入力機能 は、小型 コン ピュータを想定 し、キーボー ド入力 を前提 とした操作性向上 を図 る必

要が ある。従 って、数値データの前ゼ ロ機能や繰 り返 し入力機能等は・プ ログ ラム内である程 度カバー

する必要 がある。

　データ入力処理 フローを図4-9に 示 す。

　　　　　　　　　 START

MENU

人 力情 報 メニ ュ ー表 示

FOPEN

フ ァ イ ル オー プ ン

出 力 フ ァ イル
ハ フ メー タ

FOPEN

フ ァイ ル オ ー プ ン

図4-9

　　　　 A

,

　　　　　　　　　　初期　　 初期・更新

　　　　　 更新

PRED

データ 更新前処理

1一

READW

　 デ ータ入 出力

↓

FCLOSE

フ ・アイル ク ロ ー ズ

締 ・か・ パ○

　　　イイエ

(・T・ ・)

デ ー タ 入 力 処 理 フ ロ ー
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'

　 サ ブ ル ー チ ン 説 明

(1)MENU

　 　 　取 り扱いデータの メニ ュー表示

(2)　 FOPEN(IFC.　 FNM.　 USE.　 ISTS)

　 　 　フ ァイルのオープ ン

IFC　 フ ァイルコー ド

FNM　 フ ァイル名(12文 字 以内)

USE　 フ ァイルモTド

　　　　　　　 INPUT

　 　　　　　　 OUTPUT

　 　　　　　　 UPDATE

ISTS　 ステー タス

　　　　　　　 0=正 　常

　　　　　　　 1=INPUT　 モー ドエラー

　　　　　　　 2=OUTPUT　 　〃

　　　　　　　 3=UPDATE　 　 〃

(3)　FCLOSE(IFC)

　 　　 フ ァイルのク ローズ

　　　　 IFC　 フ ァイルコー ド

(4)　 PRED(IFC1、 　IFC2)

　 　　 デー一夕更新の場合、既 に蓄積 されたデータの処理

　　　　 IFC1　 入 力 ファイル コー ド

　　　　 IFC2　 出 力 ファイル コー ド

(5)READW(IFC,　 IJH)

　 　　 データの入 出力

　　　　 IFC　 出力 フ ァイルコー ド

　　　　 IJH　 情 報選択 コー ド

　次に加工 ・編 集機能 としては、陶磁器製 品生産状況、推論、地域 別シェア等が容易に計算 できる必

要がある。需要予測 を除 くと四則演算機能のみで大部分の加工処理 はカバーできる。与え られた条件

に従い必要なデー タを検 索 し、加工 ・編集 する機能 を基本 とする。編集 の際に考慮 すべ き事項 として、

データ 自体 には地域、産業 分類、商品、項 目、資源、時期列等 といった基本属性 を有 してお り、その

関係を示す と図4-10の よ うに表わ される。
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地
域

軸

(
市

町

村

・
エ
リ

ア

・
県

・
全

国

)

資源軸(原 燃材料 ・労務)
、

時系列軸(年 ・年度 ・月)

ア 一 夕

産業分類軸
(業 種小分類 ・細分類)

商品一項 目分類(生 産 ・販売)

図4-10　 デ ー タ 表 現 の 基 本 属 性

　さ らに、最終的表現 をパ ターン化す ると図4-11に 示 すよ うに、①地域構造 表現 、②時系列変動

表現 、③地域構造時系列変動表現 、④地域間連 関表現等に大別 でき、3次 元 の各軸 を表題、表顕、表

側 と して任 意に指定できるようにする と、 よ り汎用{生が高 まる。
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①　地域構造表現

　　項　目

　　　　地

商

品

　　　　　　　　　　 地域別シェア

　　　　　　　　　　 商品構成比

　　　　　　　　　　 特化係数

　例、主要産地における陶磁器の

　　　品目別生産状況

③　地域構造時系列変動表現

　　　　　　　 商品一項 目

　　　　　時系列

地

域

　　　　　　　　　 地域別シェア推移

　　　　　　　　　 地域男1甘旨数

　　　　　　　　　 特化係数推移

例、主要産地における和飲食器の

　　 全国シェア推移

　　　　　　　　　図4-11

②　時系列変動表現

　　　 項　目

　　　　　　　 時　系

④　地域間連関表現

高

　　　　　　　　　 推　移

　　　　　　　　　 指　数

　　　　　　　　　 商品構成比変化

例、特定産地に鉛ける陶磁器の

　　 品目別生産推移

　　　　　　 商品一項目

　　　 地　域

　　　　　　　　　　地

　　　　　　　　　　域

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 地域間関連

　　　　　　　　　　例、家具、建具、じゅう器等卸売業

　　　　　　　　　　　　 における地域間商品流通

デ ー タ 表 現 の パ タ ー ン 例

　　　　 一39一



加 工 、 編 集 処 理 フ ロ ー を 図4-12に 示 す 。

データの選択

(種 類)

データの選択

(地 　域)

データの選択
(時 　点)

出力 イ メ ー ジの

選択

○

STEP　 　 V

検　　　索

STEP　 　 ～1

分　　　類

STEP　 　 W

計　　　算

出　　　力

連続処理レ
ベルの選択

a=1.2.3

La

終 了

図4-12　 加 工 ・ 編 集 処 理 フ ロ ー

　 プログラム開発 に当っては、さ らに詳細 な機能単位 にモ ジ ュール化 を図 り、モジ ュールの組み合せ

に よリト一 夕ル機 能 を発揮する ように構築すべ きである。そ うするこ とにより、コンピュータ能力の

大小に応 じた運用が可能 となる。　 　　　　　　　　　 　　　　　 ・
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表4-4　 　 デ ー ター 覧表(国 内向けの場合)

統計資料名 地域区分 時　点 利用 目的分野 業種　一　商品　一　項 目分類等

生産動態統計

　 (陶磁器月報)

県

(市 町村別

が望 ましい、

月 生産動向

需要予測

製品データ
世
姐
米
町

タ

イ

ル

外　装(50㎡ をこえるもの)
言
口
珊内　装(50σ6を こえるもの)

床 　 　(50σ6を こえ る もの)

定

道

睾
Q
w

蓼@

くす りが け

(50(㎡ 以 下 の もの)

くすりなし

(50σ似 下のもの)

‖9

騒

巨

K

回

富
)

騒

娼

一

画

楓

計

衛

生

用

品

水　　洗　　式　　便　　器

非　 水　 洗　 式　 便　 器

洗　　面　　手　　洗　　器

そ　　　　　の　　　　　他

計

電

気

用

品

普

通

陶
磁

器

架　　碍
線
用　　子

特別高圧用

高 ・低 圧 用

　 (
機碍碍を
器　　含
用子管む
　 )

特 別高圧用

高 ・低 圧 用

そ　　　　の　　　　他

但

ヨヨ

鋸

㌃
こ

騒

娼

一

咽

綱

特　　　殊　　　磁　　　器

計

工 業 用 品 ・理 化 学 用 品

台

所
用

品
●

食
卓

用
品

飲

食

器

和　　飲　　食　　器

洋
飲
食
器

デ ウ
イエ
ナ ア
1

磁　　器　　質・

陶器質 ・その他

そ洋
の鉄
砲食
の器

磁　　器　　質

陶器質 ・その他

台　所　・　料　理　用　品

計

玩　　　具　　・　 置　　　物

そ　　　　　　の　　　　　 他 側

聞合　　　　　　　　　　　　計
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ー

■
N

－

統　計　資　料　名 地域区分 時　点 利用目的分野 ※ 種 「-一 商 品 　　 一一 項　目 分 類　等

原燃材料 ・電力データ

は い 土 t

'
1腹 油 4

艦 油 〃 消　　　費 川　　末 イf= 庫

灯 油 〃

単位:人

液 化 石 油 ガ ス Kg

電 力 鼎h

労 務 デ'一 夕

陶磁気部門
月末常川従業者数 月間実働延人員

現　金　　 給

(聾 を腰 つ(椚)

与　総 額

事・業所企体

生産 動態統計

　 (プ ラスチ 。ク製品

　 月報)

全　　国 月 生産動向 製品データ

単位:t

Ll川`ll㌔ ● 雑 貨

受 入 生 産 泊 費
出 荷

販 売 そ の　他
数 　 　　 lt{: 1金 額 いFり

月 末伯 ・11

生産動態統計

　 (ガ ラス製品月報)

全　　国 月

⇒

生産動向 製品データ

,
P

単ρ=k9

台所

川

`1「11,

良

川
}ll

III㌔

コ 'ツ プ

細 足 コ 'ノ
、フ

鉢 ・ 川

そ の 他

生 〃
、つ又

(製 品)

人
出 荷

月末在庫販 売
その他数 ill' 金 額{nlけ

卸売物価指数 全　　国 月 生産動向

術 要予測

商 占11流通

総　 　 合

'細川 陶磁器磐品

陶磁製食器

、

'

指数f直

. ・



ー

ふ
ω

ー

, .

統　計　資　料　名

商業動態統計

　(大型小売店)

1消費者物価指数

f}…民蒐本イ派

U本 の将来推 計人 「1

人目動態統計

建築荊.1:統計

、に業統剖(品 目編)

家計調査

商業統計

地域区分

・1・大Ki;sli

全　　川

市 町 村

全　　回

金　　国

命 　 　国

t
、
り

全　　国

県

時　点

1戊

月

年

年(5年)

年

年

年

勾:

　

)

　

伍

η

3

　

(

Fl■j　1]的 分 野

w充 動 向

術,嬰}二 測

1)ll要 　】;湖

川 要 　t:訓lj

;λ1要 　1:測

出 費　;㌧測

需 要 　1'r測

高11``|佑.加

美　桶 商 　}占 項 　lj　分 　類 　専

業 　 　態

　 　f'r'　 貨 　　店

　 セ ル フ 川

　 そVj他 、り商Illl

　 　 　 　 　 　川

pう

川nl小 売 賑'ノ【,加vleoフ)1　s　V・

囚

(lo(lo　 r`il)

総 　 　合

ぷ 具 什 器

.食 器 ・台所ill,`1`lt

食 器

飯 茶 わん

さ ら

指v{　 t[`'1

人 　 日

{ll:帯数

人　日

婚姻件数 し婚姻率)

着L碓 築物(床 ψ1間)

着1新 設住宅(戸 数)

　 　'・　 (床 匡1i積)

出 　荷　額

産出 」輪.業所数

消費支出計

家只什器

食器

茶わん

さら

外食費

地域間商品流通連関マ トリックス(家 具 ・建具 ・什器等卸売業)

家具 ・建具 ・什器等卸売業全国仕入額総計)



表4-5 デ ー タ 入 力 例(1)

C　 台禽∧禽鳥　テ・一夕 　ニユr>リ ヨク 　メtン 　シλテム 　A★ ★禽舎

　　 　　　 C;tAl`ACTεR　 lff{1★12●IFI」2★1Z91fr・;1禽6●1f洞2禽6

　　 　 3　 CikLし 　1鴨εト●U

　　 　　　 WRI1`(6●10UO》

　10UU　 FORト 已みT(!1X●1テ"ロ タ 　η　 ンテ「シカイシ ヲクう1.り イ1》

　　 　　　 REAO(5■ ★)　 1J}↓

　　 　 1　 h!Rtlt(6●1100,

　 11UO　 FORtaA1(!1X'1,"一 〉　ノ　コウ三ノンテ"A/1`●

　　 　　 邑　 　　　　　 　!5X・ ・1　 ロ 　tlf　l●

　　 　　 &　 　 　 　 　　!5瓦 ●IZ　 富 　イイエ1)

　　 　　　 READ(5● 命)　 」L}L

　　 　　　 lF《1fL・NE●1)　 GO　 10　 1`」

　　 　　　 '」dI～11t(6■120U)

　120U　 FORbtム1《!1x,10LD－ フPイlb　 ニ　ツイテ　イレテクタ・りイ`)

　　 　　　 ,dRl1E(6●13UU)

1300　 FOl～ トIA1`!5X●1,Pイ ‖ハ　ハ筒ン」"ウ,)

　　 　　　 `～EAI)(5● ★)　 ifC1

　　 　　　 ・NR11【(6●14【)L,)

　140U　 FOR};A1《!5)(■1/Pイ"1・ 　メイ`)

　　 　　　 R}…AO{5■1410)　 IfNl

　141U　 FO}～NA「1(A12)

　　 　　　 1F「41エ`ll寸pu'「`

　　 　　　 CALL　 }OPεN(1fC111「N1●1}|`)1●1SIS)

　　 　　　 1F(1SIS●61'.U)　 G{'i　 10　 1

　　 　　　 titEUlt・iP　　 IFC1

　　10　 尉R」1と(6,15UU)

15UU　 t:URPIA1(!1X●`t4EW－ ファイル 　ニ　ツィテ　イレテクタ・り・{1)

　　　 　 )1RIIE《6●13UO)

　　　 　 REAし{5● 凸)　 1`C2

　　　 　 aR11ヒ(6●14UO)

　　　 　 RεAP(5,141U)　 IFf↓2

　　　 　 Ul《11ヒ(6●151U)

151b　 FORt',　 SiT(!5X●1フPイlb　 ハ 　λテ"ニ 　ア1,マ スカ ・,

　　　 &　 　　 　　　　!5X●`1　 3　 1Ml●

　　　 &　 　 　　　　 　ノ5X・12　 a　 イイェ1)

　　　 　 READ{三)● ★)　 1fV

　　　 　　lFM2忘'10UIPU1`

　　　 　　lF《1f、 ・EQ・1)　 1fM2=`UPDAIEl

　　　 　 CALL,fOPEh(1FCと!●1fN2っ1卜1ψ12●1SIS》

　　　 　　1F(1SIS.61・U)　 GO　 IO..10

　　　 　　1F(1・fL◆EQ・1)　 ごALL　 P}～Eり`IFC1●1fC2》

　　　 　　CALL　 READbJ《iFC2●1J}1)

　　　 　　1F《1}・L・ εO●1)　 CALし 　FCLOSE《IFC1)

　　　 　　CALL　 fCLOSE(IFC2)

　　　 　　.jl～11L(6■1bOO)

16し り　FORf・iA1`!1X●`ツ †弘　ノ 　テ蔦一夕　:1ウ リヨク 　オ　シマλ力1■

　　　 　d　 　　　　 　　!5X■81　 エ 　tll「`●

　　　 　邑 　　　　 　　　ノ5Xil2　 9　 d1エ1)

　　　 　 READ(5● ★)　 1S吋

　　　 　　1r(15」 ・εu.1)　 GO　 10　 3

　　　 　 S「OP

　　　 　 Etlb

　　　 　　Sv日kuu†II"i　 朽εト」u

　　　 　　N　H・ilt{6●1tjuo)

1UUU　 FORl・ ・A1《11X●`シ ・ヨウjllウ　ノ　シ1膨 イ1,

　　　 　酋 　 　　 　 　 　 !3x・1　 1　 エ 　セイリ)● シユツ'」●り・イコ 　《トウシ"十 》1,
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鮪

晶

&

』

酷

b

茜

邑

b

b

&

!5x・12

!3X・,』

!3Xvl　 4

!5X・ ・$

!3x`・6

!5x・11'

!5X・18

!5x・1り

ノ5X・110

!3X・111

エ

エ

8

工

8

ロ

5

工

治

8

　　　　　　　　　　　　　　 (フ ●ラスチツクセイヒン)1●

　　　　　　　　　　　　　　 (tJ"ラ λeイtン)1●

フoツh　 シ入ウ 　(40… ノり1▲),・

　　　　　　　　　(ツ …1ウヒシヤ)1●

'、ン,、"イ ●■

三ノ"ン=〕ウ ・ヒタイ1●

コ=ンイ=ンリツ19

シMiウ タク　　チt'ツ」ウ1●

シヨウヒ　…」シユツ`●

シヨウヒ)　 '」1ウ ツウ1●

!3x■1ε ●T●c■1)

、～εfUトtS

EilD

1

2

　　　3

　　1しハ

10UU

　　90

SUBRUUTINヒ 　 チOPI…ti〔1FC●Fbe　 bl●US`●1STS)

CHA}ミACTεR　 チ隔H★12●USε ★6

{1{跳 、、.1川P、1り 。PE,"1,C,酬 、・,w・..STA・U・ ・1.…1…AG・ ・・・・・… 司)

1F(∪5ε.EQ.IOU了Pu1りOpEII"fC・M岡E・F両STATUS・'N[晒USAGEヨuSヒtERR=2)

lF(L,S[.ε 匂.・UPDAlt・)OPEr・(lfC・ 附1E・ 臼 ・・i')・S了AIUS・'OLD'・USA6E・USヒ ・ERR=3)

GU　 1む90

1SIS冨1

GO　 10　 10

1ST5=2

GU　 10　 10

iSTS=3

、dRllt《6●1{jUし け 　　US[

FORt・,A1(!りX●A6●1　 フ7イ1レ 　ノ　オー>oン 　エラ・.1)

RE「u}{「 寸

EllD　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

SUUI・luU「1↑ ↓1=

CしUSヒ(1FC)

RE'「uドIN

EUb

fCLPSヒ(1FC)

　　　　　SU日kむbf1N〔 　PREO(1rc1●11;C2,

　　　　　CHARACTI…R　 bA★54●{)B★16

　　　　　Will1と(60100Uハ

1uuu　 FURr・iA1《11X●`OLD　 『1LE　 '」う　テ・一夕　オ　ヨ三コ三?λ1●

　　　　&　 　　　　　　!3X・IINE図 　fIしE　 二　10ク λル　シ鴇ヨウ)ン 　オ　イレ,'クタ・リィ1●

　　　　&　 　　　　　　!5X●1レ イ　　　λ、.テ 　ノ　テ"●S　 　　　　　=　 0`ψ

　　　　&　 　　　　　　!5X●1　 　　　　80　 ネン　1'=】')　ノ　テ"一 夕　エ　80・)

　　　　　REAじ(5,★ 》　1、

　　　1　 RεAb(1rc1●11UO●Eト ↓bエ99)　 OAIJY●DB

　　　　　lF《JY・L1「 ・1Y》 　UO　　10　　1

　　　　　UR11ヒ(IFC2●1|1}O)　 ψA●JYIDO

l1UO　 チOR「1AT(A.34112●A16》

　　　　　ε01U　 1

　　99　　Rε τu}《「電

　　　　　ε1ゆ
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表4-6 デ ー タ 入 力 例(2)

　　　　 1・」jFsし しr正i・`ε 　K……,、C●(1FC●1J肩)

　　　　 C:1aK戸CTER　 ltS倉3e工1「301」-匂

　　　　 DJvξLC　 PRξCIS{Ulli　 しT

　　　　 lK2=も

　　　　 ic2=し ・

　　　　 NR1;ε(6'1しtし)

1じ しC.,　FOK;・ ・声T(!1X● ・★t★ 　テa● タ 　オ　1レ テク)'・ ワイ　★★i・)

　　　1　 ばR工T[(6θ11C白)

11u(　 FOR拓A1(!1X・ ・ケ⊃ コー ト"■ シチ∋ウ ソココー ト"・ 》

　　　　 REAC(5■ ★)　 1K1■1Cl

　　　　 iF(1k1・GT●96》 　 GC　 TO　 99

　　　2　 パR1τ ε(6912CO)

120し 　　FORP.A1(!1X曹1宇 ・ ヨウシユ 　　コートs・)

　　　　 REAし(5■ ★)　 1G　 ^

　　　　 　1F(16.εQ・9999)　 GO　 TO　 l

　　　　 　IF(1G・L了 ●1C)　 エG3工G★'|OUし

　　　　 　工F(工G.LT●1CC》 　 工G=1{… タr10し

　　　　 　tF(1G●LT●1CQJ)　 1G=工G★1し

　　　3　 9R工1ξ(6■13じC)

15uし 　FJt`・ ・F1(!1×9.三'ユ へ.「ン　コ・■ト9.)

　　　　 　Ri…Aし(5■k)　 IS

　　　　 　IF《1S◆E・a●9999)　 GO　 了0　 2

　　　　 　1F(iS● しT●1C・)　 IS=1S★1「OCOOOOOO

　　　　 　iF(工S● しT・1CU)　 工S=ISk10Cし]000CU

　　　　 　工F(1S・LT.rlC(;))　 IS=工S★1(」0000〔}し

　　　　 　IF(工S・Lr●1CO3ミ 〕)　 1S=工S★100000U

　　　　 　lF〈 工S●LT.10〔i-」00)　 1S=1Sh1000UC

　　　　 　工F(1S● しT●100ミ 〕i.}CO)　 IS=IS★10CuO

　　　　 　工F(IS.L了.1COOOOCO)　 1S=IS★100U

　　　　 　lFCIS● しT●1COOOOCCO)　 IS=1S★100

　　　　 　 1F(1S●LT・1UOooeCOCO)　 !S=1S★10

　　　 4　 jRlr「E'(6t14ct)

14UO　　 FORrgAT(!1)も ●.乃=〕 ウ 　　コー ト・.)

　　　　 　RεAO(5●141C)　 IK

141b　 FORド ・AT(A3)

　　　 5　 JRt1と(6,1>Cし1)

15GU　 FOR仁AT(!1X●1タ コイ ・)

　　　　 　 RεAC(5●151C)　 1了

151巳 　　FORt`・ 声1(A8)

　　　 6　 迫RIT巳(6●16Cじ)

160し 　FOR卜 …Aτ(ノ1X● ●シ 吟テン.)

　　　　 　 RεAC(S■161C)　 tJ

lolc・ 　FORI・,AT(A4)

　　　　 　 工F(工J●EQ・.9S99.)　 GO　 ＴG　 3

　　　　 　 1F(エJH・NE・11)　 GO　 TO　 7

　　　　 　 bO　 IC　 I=0`47

　　　　 　 tK2=1

　　　　 　 1C2=し

　　　　 　 鋪H1「 「E(6●102C)　 IK2

162し 　　FOR".AT(ノ1入9・1ア ン 　コ● 卜"　 =　　・,12● ・.ノ...テ 竺=タ_1_)

　　　　 　 RεAレ(5● ★)　 b1

　　　　 　 司RIＴ と《・IFC●2UJO)　 工k1・1C1,1K2●1C2,1G●IS,IK●1了 ●1J●bT

　　 lU　 CO畠Tli、Jε

　　　　 　 GOTC　 1

　　 7

17GU

ARLTヒ(6■17しe)

FON:・;A「1(ノ1A.■.テ 爲一,.)

,～EAじ(5・ 禽 》　 bT

.tR工TLCrFC▼2しJ,))　 IK1δ1C1●1K2■ 工C2,IG●1S●!k● 工T● 工J●DT
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20vし 　FuR卜.PT(2(12●L5),i4●199卜3'A8●A4,F14●3)

　　　　　　Gu　 IC　 6

　　　9「}　 RErしkト ・

　　　　　　ε.▲⑰

　　341　 Al・1AX=SS(1●1)

　　　　　　A`・11N=SS(1●1)

　　　　　　DO　 『35∪ 』1Sii5

　　　　　　bO　 350　 」=1■15

　　　　　　1f　 (ss(」91)●Gt6A「 ・iAx)　 AMAx昌ss(Jgi)'

　　　　　　1}二 　 (SS(」,1)●LT・A何iN)　 AMIN宕SS(J■1)

　　350　 CONIINUξ

C　 シ ェル 　ノ　ケイサン

　　360　 SB3《A卜1AX-ANIN)!5P●

C　 クtラ フ　ノ　ケイリン

　　　　　　DO　 43U　 】[コ1●3

　　　　　　DO　 42U　 Jn1'15

　　　　　　K=16・ ・J

　　　　　　SC=SS《J●1)－AMI卜i

　　　　　　lr　 (S8●LE・0●0●AND・S8・Gε.0・0)　 MM=50

　　　　　　1F　 (SB・Lε ●0●0●AND●SB●GE●0・0)　 GO　 TO　 3.70

　　　　　　M「・1=SC/SB

　　370　 CONTINUヒ

　　　　　　SC=SC-FLOAT(ト1岡)★SB

　　　　　　lf　 (SC.GT.0■000001)　 凹H="1M◆1

　　　　　　トm"=　iiH　;i

　　　　　　lf(t¶M●GT・51)　 門卜1=51

　　　　　　1・ix(K● 向1鴨)=卜4F(・1》

　　 420　 CONTINUE

　　 430　 cOt4TINUE

C　 ミタ"三ノ　アウ トフoツ ト

　　　　　　Al'iM=(1A朽AX'↓AMIN)!2・0

　　　　　　』tRITε 　(6●4000)　 IS

　 4000　 rORI・1A1(1H　 ■5X●OCODE=`,110/)

　　　　　　kRITE　 (6■4100)　 AMIN,AMM●AMAX

　 4100　 チoR岡A1　 ('1H　 96x「 ・F8CO,2'《16xl'F9●0))　 　　 　　 'T.

　　　　　　」RITE　 (6●4200)　

4200　 FORiqA†'『(1H　 'i10X●'+1●2(24(.口i).t十1『)●'6》(i6セ イサン1●6Xg`』 ジiッ カ1"i'るX'i『

　　　　　&　 　　　　　1リ"イ コ')

C　 ク.ラ フ　yウ トフ●ツト

　　　　　　00　 46U　 1ロ1●15

　　　　　　1"=51

　　　　　　12=16・1

　　　　　　wRI`TE'(6.4500)　 (IDX〈'11● 」)●J』1,2)●(MX(i,K)●k'il'6M,6　 　　　　　・

　　　　　N　 　　　　　　　　　　　　　《SS(12●11),11=193)

　　460　 COnTIHUE

　450U

C

4600

500

　fURMA「r　 《1日 　●16,13■1X●51A1●3F10・0)

　WRITE　 (6■420U)'

　 wRITE　 (6●4100)　 AMIN!AMM●AMAX　　　　　　　(

6-●4600)`LIRITE…

　rORMA1　 (!!1H　 ●15X■IX　 ●●セイサン1■!1H　 ■15X,1+　 ・■シユ'ツ2」1

6　 　 　　 　　 　　.!1H『 ・15X■1★ 　●.サ.イ コi》

CONTINUε

STOP

ヒND　 　 　 　　 　 　'

　　　　　　　　　GRAP}{1C　 PROGRAM　 HO●1

D1卜1Et罐S10N　 riX(18■51)●SA(18)■SS(18●3 .),11)X(18●2)●MF《4)

C}↓ARACTeR　 'lAX● 岡1=,「4L● ⑱JbJ6FNMi52●FWW

DAIA　 (伺F(1),1=1・4)・Mし ・WW!　 IX`　 ・1+1　 ,㌔ ★1　 ,1　 ・　.111　 ■.・　1　 !
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　　　　　C川N=O

　　　　　CI・iAX=O

　　　　　wRiTE(6・1501》 　'"'"""　 　…・・'…

　　　　　READ(5●1502》 　Nri■ltlM

i501　 fOR"1　 AT(1H　 giif"一 夕 　ノ　ネンツ十"オ'吟1イU-iク タ"リ イ1`》

1502　 FOR「4AT(212)

C　 ネン 　オヨし"　 ツ十　ケイリン

　　　　　　bl　M=lvl　M+」_　 　..一　..、　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 _..、.._...、__.一___.一_一__一_一..._　　　　　　

DO　　 lio　　 1-1●15

　　　　　　K;16-i　 　 　　　　 　　　　 　　　　、『一一__一.+_...、....　 　 ._..　 　 ..,　...__、 　 』.一_..一 一._.._、.一一..一一.　　　 '-t"

1t'n(r4面 ・LT●2)『 『NN=NN●i

　　　　　　lf　 (el　lt..y工2」 …〕_」1巴_三 巴!!±1_z　 　_　 　 　 　 　 _　 　 　 _　 　 _.一_一 一__、 　 　______.._　　　　　

囲卜1=内 相■i

　　　　　　lDX(K●1)=NN　 　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　_,t-t_　 　　 　　　　___一一..一_._____

　　110　 1DX(K'■2)=MM

C　 コー ト.、　イ)フ ●ツ ト　　　　　　　 .　 　　　　　 _　 　　　　　　　　　　　.　 　　　,、 一一..　..　一_..、 　 .._、.t　 .、tt.　,　.　　　　　　

WRITE-(6●1503)'

　 1503　 fORrfiA1(1H　 ■llピ ンtク 　コー ト・　 オ　イレテクタ.り イ`1》 　　 　　 　　 　　 　.__..　 　　 　　 　.____

　　　　　　RとAD　 (5■1500)　 IS

　 15q、q_fORr4AT　 、(.1-　8.～'.　 .,.　 、.　..　 　.　 　　　　　　　 .　 .,.　..・　　　　　　　『『、　　　　　　　　　　　.　 .-

　　　　　　Nrg=N'1

　　　　　　M「・1=IDX(15●2)　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　___.._

C　 テ、■タ'イ ンラ●ツト

　　　　　　DO　 290　 tn　=1ggggg　 　　　　　　　　　　　　　　　..　　,　 　　　　 ..一___._..__.._._一_.一.___　　　　　　

RεA'b('iOi"2'000●ENi)=300)　 1c1●1Cg(sA('1)"v1=1■'15)

　2000　 FORMAT(12●18●18F8●0)　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　._.__

　　　　　　IF　 (ls・EQ.ic)　 Go　 TO　 270

　　　　　　GOTO281

　　270'DO-280　 1=1,15

　　280　 SS(19tC1)=SA(1)--
28『i"iF"一(1C・'EUC'99999999)　 GO　 TO　 300

　　290　 CONTINUE

　　300　 CONTINUE

　　　　　　RE冒IMD　 10

C　 クnラ フ"リ クセイ　カイシ

C　　ク喚ラフ　　クリア■■

C

　　　 『DO　　330　 　131　 ・15

　　　　00　 320　 J=2●51

320　 ト1X《1●J)=U日

350　 t'1X《1■1)=門L

MAX　 オヨヒ"　 ト11N

　　　　1エ(cnAX-C『41N)★ 「10●0　　　層'
1f　 　《1)　 1541'●341●340

340　 Aト11N8C凹1N

　　　"A凹AX雷C門AX

　　　　90丁0560
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名古屋通商産業用管内(愛 知 ・岐阜 ・三重 ・石川 ・富山)に おける和飲食器 の生産 ・出荷 ・在庫の

推移 をプロ ッ トしたのが表4-7で ある。

　　　　　　　　　 表4-7　 和 飲食器の生産 ・出荷 ・在庫の推移

CODE=　 90]31

　　 7i46'

lll?1★
55　 12　 　t

56　 　1　 　 白

12126・

　 十

169石

　 +　 　　　　セイ■」

X+　 　　 16693

　 +　 　　 16815

5◎　　2

56　 3

56　 　4

S6　 5

56　 6

56　 7

56　 8

56　 　9

56　 10

56　 11

◆X

+x

　 十X

　 十

1　　 6

15190

★

L

.

1　 8　 7

15544

　 ◆x

+　 x

+　　　x

－ 「5「〒万

　 14955

　　 b1ツn　　　　り・イコー

　 16905.　 　　　　7346・
1　 69●

15032.

　 　 コ

7560●

一
　　　 15476.　　　　7819●-

　　　 14469・　　　　　8500.

…
÷　X

154　 1

13343

x+

x　 　◆

15148

15287

★

竃 X　 ◆　　　　　　155　 8

　 X　 　 +　 　　16108

5竺121
　 　 　 十

◆　 X

147　 1・

13058・

1　 0・

9422◆

15229・

15780.

346・

8893.

16014・

16728.

445・

7829◆

　 十

12126・

　 　 13286　 　　　　12891・
+　 　　　 セイtr)　 　　 　 bl"」カ

1　 8・

サ、イコ

7346● 16「aos;一 ー一 一ー ーーー ー一一一 一 一 一 ー一 一

　　　　　 x　・・eイサ⊃
　　　　　 +　・●シユツぬ
　　　　　 ★　●●サ・イコ

この他図4-11で 示 す、データ表現パター ン例 による各種 出力表が考え られる。

愛知 ・岐阜 ・三 重 ・富山 ・石川 における81年12月 の先産実績の構成比 を出力 した場合 を例示

したのが表4-8で ある。

　　　　　　　　 表4-8生 産 実 績 の 構 成 比

★★★★カ★★★

★★★★吉起L主」 コOML)

チイ宇コウソ、ウヒヨウう、ン　(ハ●ターン　、) ★★★★★★★★

★　　★★★★★★

コウモク　3　 01(セ イリコ)　　　　　　　　★★★★★
'L⊥2-一

チイキ　コート、

bヨ ウ{二⊃コートn　　工　23000 21000　 　 24UOO 17000　 　　16000　 　　TOTAし 1

一」－CL3　 3__.__」 一5i,⊥ 一 一・L___皿 」占－QLＬL』L_』Q.Q.・ ・0」__」【_

1　　　　　　　　　　工

1　　　　　　　　　　1
　 　 　 ■

　　　　エ

　　　　エ

●

　!

_1._90332.

　工　　　　 　 一

..」_9.03321

　1

」 一 」1

　工

7
6

　
　
1

　
　
1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ

エ_Z3・7L__5力3一3.3L___5」g⊥___」 』」LコLO　 O-.O_一_
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

L－ 一■し 一 一 ・・-y』 ・・L」 」LQ-・D (L」一_
　　　　 工

1 工
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●5 今 後 の 課 題

5.1　 基 本的 課 題

　陶磁器産地 をめ ぐる今後の外部情報問題 を展望 する際 、最大 の焦点 となるのは、対応の困難性 であ

る。

　産地に限 らず、今 日 「めま ぐる しい環境変化への対応が、様々な情報を活用する体制 な しに果 して

可能か」 とい った問題 を考える とき、従来 の経験 と勘への依存か ら組織的 な情報処理に基 づ く、 よ り

安全 な確率 を求める方向への転換 は必然の流れで あると考え られる。

　近年 、国際間や国内同業他産地 との競争 激化の下で 、国内市場再開発志向を強 める陶磁器業界に あ

って、今後 、同業他産地 との競争が従来以上に熾烈 なもの となろ うし、 その過程 において明暗 を分け

る ものは産地 における情報処理能力の優 劣で あるとさえ考え られる。

　特 に産地が現在志向す る取扱い商品の高付加価値化には膨大な情報 を必要 とし、 これに伴 う情報処

理 も質量両面にわた り今後ますます強化され るべ き方向にある。

　 こうした情 勢下 で、経営資源的に制約の多い中小零細企業が大半を占める産地の対応 は、産地一体

となった情報処理体制の確立が考 え られる唯一の道で あろ う。

　 ところが厄介なことに、産地における外部情報 ニーズは、業種 ・業態によ り、或は分業体制下 での

位置づけ によ り一様ではない 。このため、す ぐ使用で きるまでに加工 されたオーダーメイ ド的情報は

コス トがかか る上、利用者が限定 され 、逆 にレデ ィメイ ド的汎用情報は需要が減少する とい う二律背

反的性格を有する。さ らに現実的 な問題 として 、対価支払い を伴った情報 の場合 、企業機密的 な もの

に限定すれば需要は相当高 く見込 まれ るものの取扱い情報の対象 と してはな じみ難い。 また、 ミクロ

情報か らマク ロ情報へ接近すればす るほ ど 「有料 な らば自 らの 目、耳、足 を使 って収集す る。」 とい

った傾 向が鮮 明になる。一方 、情報処理技術面は 、将来的 にはかな りの開発が見込める として も、な

お未開発の面が少 な くない。

　以上の ような環境下にあって、産地一体 とな った情 報処理機能の必要性 が唱え られながらも、具体

的 着手への困難性が 目立つ。

　 5.2　 生 産 販 売 関 連 情 報 ・技 術 情 報 の 課 題

　各 々の利用 目的により、情報の収集対象、整理分類や利用 システムに大 きな相違が ある。生産 ・販

売関連情報の内 、官庁関係統計は継続性のあるデジタル情報でありコンピュータによる整理 ・利用は比較的

容 易な ものであるが 、産地が これ を利用 した り、独自のデー タを整備するためには中小零細 色の濃い

利用 者の性格か ら相当簡略化 し、コス トパ フ ォー マンス を上げ なげれば実際的ではないだろ う。

　技術情報 のよ うなアナ ログ情報は 、デー タの特性 として 、提供形態 ・質 ・量にバラツキが あ り、潜

在情報が多い ことからも収集 ・整理には膨大 な労 力を必要 とし、その割 に利用効率は芳 しくない。 ま

た 、この労力はデー タ提供側か利用 者側のいずれかが負坦せねばな らない と言 う問題が ある。 さらに
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ハ ー ドウェア ・ソフ トウェアについ ても、技術的 に未開発な面が多い。

　以 上の点を考察す る時 、産地での整備 ・利用面 における全国規模での研究が必要 と考 え られ、今後

整備が見込まれる全国的 データベース の利用促進 が産地 の課題 となろ う。

5.5　 体系 的 情 報 ネ ッ トワー ク体 制確 立 へ の課 題

　今 回の産地情 報パ イロットシステムで考察 したよ うに産地 の情報基盤整備 のため には、大型コンピュ

ータによる産地サテライトデータベース の構想の実現 とともに、産地内各企業 におけ るマイクロコン ピュ

ー タの利用促進 によるデータ整備 ・利用 が不可欠 とな って くる。 ただ、今 日のマイク ロコンピュータ

の普及には、ソロバ ンか ら電卓への転換 と同 じような変化(ハ ー ドウェアぱか り氾濫 し、備 えている

機 能が十分使い こなされ ていない。)が 見 られ、今後 ともその機能 自体はさらに高まる可能性が ある

だけに、ハー ドウェアの有効利用 を促進 させ る必要があると言 える。一方、産地 におけ るデー タ整備

について考 える と、マイコン等 のハー ド面が充実 して もソフ トウェアやデー タの標準化が促進 されな

ければ単 に一企業の情報処理速度が上昇するだけで 、結果的には電卓の延長 に とどま って しまいデー

タネ ットワークの必要性 が発生 した際、混乱が生ずる懸念が多分にある。以上の ことから、今後、今回の

研究のようにデータや ソフ トウ ェアの標準化ができる範囲 とその限界を明確に し、標準化の指針 となる

よ うな研究 を各情報分野別 に実施する必要がある と考え られる。 こうした各分野の標準化 は、一方で

産地の情報基盤整備 の機運の盛 り上 りを促進 することにもつなが り、同時 にまた体 系的な情報ネ ット

ワーク体制の基盤確立が可能 となろ う。
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